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はしがき

国際文化交流を担う日本の民間財団として1987年に設立された国際文化

フォーラムは､発足以来一貫して中国の日本語教育をサポートする事業を行っ

てきました。とりわけ力を注いできたのは中高校における日本語教育でした。

日中国交回復20周年の1992年より4年連続で開催した｢全中国中高校生日本

語弁論大会」や、1996年より毎夏開催している東北部（内蒙古自治区、吉林

省、黒龍江省、遼寧省）の普通中学（中学、高校を含む）の教師を対象とした

｢中国中高校日本語教師研修会｣、そして中国人民教育出版社の中等教育向け日

本語教科書編纂への協力、日本語教師への情報提供及びネットワーキングな

ど、日本語教育の基盤整備をめざしたこれらの事業に、中国側関係者と共同で

取り組んできました。

本教材は日本語教師のレベルアップをめざした上記研修会のテキストとして

制作したものでありますが､教師が研修会後も座右に置いて、日々の疑問や質

問に対処したり、新しい教授法を自分のものにしたりすることを目的として編

集されています。日本人と直接話した経験も持たず､研修の機会も教材も少な

い中で､何十年も日本語教育に心血を注いできた日本語教師がまだまだ多いの

が現状であります。本教材は、中高校のための『日語教学大綱』（中国国家教

育部発行）や日本語教科書（中国人民教育出版社発行）を踏まえ、かつ6回の

研修会に参加した延べ471名の中高校の日本語教師と日本語教研員からの意見

も反映させながら、日本語教科書の教師指導書とともに日本語教師にとって一

つの拠所となることをめざしました。5年におよぶ制作プロジェクトが終了

し、この度出版の運びとなったことは大変大きな喜びであります。

本教材が、日本語教師のみならず、日本語を学んでいる漢語話者一般にも参

考になれば幸甚であります。最後になりましたが、本教材が完成に漕ぎつける

まで協力の手を惜しみなく差し伸べてくださった多くの日本語教育専門家の

方々に、心からの感謝の意を表したいと思います。

2002年7月

財団法人国際文化フオーラム

シリーズ⑨ 発音指導の手引き
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漢語話者のためのわかりやすい日本語シリーズ⑤
『発音指導の手引き』制作メンバー

執 筆永保澄雄龍谷大学非常勤講師

中文翻訳朱春躍 元北京外国語大学教授

『発音指導の手引き』について

本テキストは､中国中高校日本語教師研修会の教師用参考資料として開発さ

れたものです。音声のテキストとしてはすでに『発音』が刊行されています

が、この『発音指導の手引き』は字義どおりその手引書となっていて、漢語話

者が日本語の音声を学習する時､また指導する時の問題点と解決法が具体的に

示されています。

本テキストの目的は『発音』と同じく、どうしたら漢語話者が日本語を日本

語らしく話したり、また話せるようにすることができるかということです。内

容としては漢語を使っていることがどのように日本語学習に影響を与えるかと

いういわゆる母語の干渉を考えながら､音声指導上の具体的な問題を取り上げ

ています。発音の直し方も取り上げましたが、実際にそれを行うには相当程度

の音声学的素養を要しますから、ここでは典型的な指導例を挙げるに留めまし

た。

本テキストは、教える人にあまり音声学的素養がないことを想定して、記述

をなるべく平明にして、あまり音声学用語は使わないようにしました。中国語

の訳を付けたのも同様の趣旨によるものです。ただ、どうしも必要な音声学用

語はそのまま使うことにしました。日本語を教える場合、音声学や音韻論の知

識は必須ですので、まだ勉強されていない方は、この際、勉強を始めることを

お薦めします。はじめは市販の音声学入門書で勉強するのがいいでしょう。音

声学をすでに勉強している方には、日本語音声学習の専門書『語音詳解』（朱

春躍編著外語教学与研究出版社、2001)をお薦めします。直接この本をご覧
ください。

朝鮮語話者もこのような手引き書が必要ですが､漢語話者と共通した問題も
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多いので､今回は漢語話者の場合と特に異なる点について泉文明氏にコラムで

取り上げていただきました｡朝鮮語話者に対する日本語教育の専門家として早

くからこの研修会に関わって来られた泉氏は、本シリーズ①『発音』の朝鮮語

話者対象の部分も執筆されています。

本テキストの執筆に当たっては、（財）国際文化フォーラムの長江春子氏に

補筆をしていただきました。氏は中国語と日本語のバイリンガルであり、漢語

話者として日本語を学習するとともに、教えた経験も持っています。同じく漢

語話者で中国の日本語音声研究者である朱春躍教授にもいろいろご示教､ご助

言をいただきました。このお2人の協力を得られたことは本テキストの大きな

強みとなっています。また、朱春躍教授に翻訳していただいたのも大変ありが

たいことでありました。

このほか、上に挙げた泉文明氏と同じく、『発音』の漢語話者対象の部分を

執筆し、この研修会でも音声を教えて来られた山口敏幸氏にもご協力いただき

ました。また、校正、編集の段階では、（財）国際文化フォーラムの千葉美由

紀氏を煩わせました。併せてここに記し、心から謝意を表する次第です。あり

がとうございました。

永保澄雄

シリーズ③ 発音指導の手引き



’ ’
VI

本テキストの構成と留意点

本テキストは3章から構成されています。

「第1章」では、発音指導に当たって留意すべき点と、日本語らしく話すた

めに留意すべき点について解説しています。

「第2章」では、個別の音について、間違った発音の直し方やヒントを提示

しています。また、朝鮮語話者のためにコラムを設けてあります。

「第3章」では、発音練習の素材を提示しています。「基本篇」では五十音

図、拡大五十音図の範囲で、拍を練習する素材を提示しています。「発展篇」

では、「第2章」で解説した各項目に対応する練習素材を提示しています。「総

合篇」ではまとまった会話文、自己紹介のためのミニスピーチ、朗読文を練習

の素材として提示しています。「第1章」「第2章」で日本語の音声指導のポイ

ントを会得し、「第3章」で繰り返し練習することによって実践的な成果を上

げるよう期待しています。

アクセント記号について

第1章、第2章では、一部の例だけにアクセント記号を付けました。これは

『日本語発音アクセント辞典』（新版NHK放送文化研究所編1998)に従い

ました。練習素材文では、アクセント記号を使用していません。この発音につ

いては、本テキストの付属音声テープをご参照ください。付属音声テープのモ

デル音声は、日本語のいわゆる「共通語」を基準にしています。

中国語訳について

本テキストでは、和文といっしょに中国語訳を付してあります。翻訳は直訳

を避け、自然な中国語にすること、わかりやすい内容にすることを重視しまし

た。

その他の表記について

音声表記については、音素は／

［］でそれぞれ括ってあります。

てあります。

/、中国語のピンインは「」、音声記号は

また、例や言い換え、意味は（）で括っ
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授業で心がけること’第1課

1．発音指導は日本語学習

の第1段階からしっか

母語の音声学習は、小さい時に周りの人の発話を真

似ることから始まる。最初から正しく発音できるわけ

ではない。4，5歳になっても特定の音を正しく発音で

きない子供をよく見かける。しかし、身近な人の発音

を聞いて自分で修正したり、身近な人に発音の間違い

を直してもらったりすることを繰り返しているうちに、

自然に正しい発音を身につけるのである。外国語の発

音の習得にも同じような過程と時間を要するが、言語

形成期（大体12歳前後まで）を過ぎると、新しい音声

体系の習得は難しくなる。いわゆる母語の干渉が起こ

るからである。

目標言語を正しく発音できない、あるいは間違った

発音が定着してしまっている、ということは、恥ずか

しいことでもいけないことでもない。気をつけて練習

を重ねれば正しい発音に近づくことができる。ただ、

間違った発音が定着してしまうと、時間が経てば経つ

ほど修正に時間がかかる。したがって、発音指導は日

本語学習の第1段階からしっかりと行う必要がある。

特に、最初の10時間ないし20時間内に徹底的に訓練

して日本語の発声の土台を作っておくことが大切であ

る。

りと

、

母悟的珸音学可是圦小模佑周囿人悦活升始的。但人in

井不是圦一升始就能正砺地笈音,到了4，5歩吋価有令別音

友不好的咳子是根常見的。咳子1n根据周圃人11的左音来自

我釧正，或者措渓的麦音被周囿的人｛i]釧正,正碗的珸音就
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是在迭祥的辻程中逐歩掌握的。学刃外培的珸音吋也要錘泣

迭祥的泣程，井且需要相当的吋同。但是，泣了珸言形成

期（大釣12歩左右）后再学刃一十新的梧音体系,就会変得

恨困唯。迭是因力存在着母珸干抗。

目祢珸言的珸音笈音不正砺,或惜俣的没音已姪定了型

迭既不需要唯力情也不是什公不可以的事情｡只要自己意

枳到何題的存在,多多錬刃，就能向正晩的友音皐近。只是

惜漫的友音刃慣一旦定了型吋同泣得越久,釧正起来也就

越需要花功夫。因此,需要圦日語学可一汗始就圦真地遊行

笈音指早。特別是最初的10学吋或20学吋,遊行御底的珸

音】il",札札実実地打好日悟培音的基拙,是非常重要的。

授業の目標を明確に立てることが必要である。授業

の冒頭にその授業の目標を生徒に示し、授業が終わっ

た時、目標としていたことがどの程度達成されたかを

明確に評価する。評価する際には、生徒の意欲をそい

だり、恥ずかしい思いをさせたりしないように、生徒

ひとりひとりについて上達度を評価する必要がある。

また、生徒に自己評価させることも効果的である。

教師として何よりも大切なことは授業中に予定した

内容を消化し、一定の成果を上げることである。音声

のような実技的な指導が中心になる授業では、十分に

練習ができるようにクラスの定員を抑えなければなら

ない。やむを得ず人数が多くなった場合には教える項

目を減らさなければならない。担当クラスの人数でど

ういうことが可能かを考え、その判断に基づいて授業

の目標を決め、決めた以上はその目標を達成すること

2目標を明確に立て、明

確に評価する

①

シリーズ③ 発音指導の手引き
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である。そうすることで、生徒も達成感が得られ、教

師に対する信頼、ひいては生徒の学ぶ意欲も高まるの

である。

洪裸吋要定下明礁的目杯。在一堂深升始的吋候要把本

深的目杯告脈学生,迭堂裸結束吋要対預期目祢的実現程度

遊行明碗的坪价。坪价吋,要看到毎一十学生的遊歩，井注

意不能挫傍学生的学可枳扱性或辻他11感到唯力情。辻学生

逃行自我坪价,也可以收到良好的效果。

作方教師,最重要的就是如何消化緬定的内容井取得一

定的成果。像珸音喋迭祥以実隊技能指与力中心的湶,力了

荻得充分的錬可吋同，必領限制班扱的人数。如果不得不以

大班上裸吋,則皮減少授湶内容。先要以所教班扱的規模来

砺定一堂深能轆垪授梛些内容,砺定了目祢之后就要尽可能

去完成。迭祥,学生オ会覚得学到了末西，圦而対老師声生

信任感,透而提高学弓欲望。

3.生徒の緊張を解くこと 発音の授業では、生徒はふだんより緊張するのが普

通である。気持ちが緊張していると、筋肉も緊張する

ので、ふだんだったら出せる音も出せなくなることが

多い。日本語の音声の一つの特徴は「なだらかさ」で

あるが、緊張して発音すると、音程が不安定になった

り、気息が強く出すぎたりする。また、緊張している

と、発音を間違えた時の恥ずかしさも大きいので、発

音の授業では教師は生徒が緊張しないように十分配慮

する必要がある。

それにはまず、教師自身が和やかな雰囲気を作り出

＝
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すよう心がけることが大切である。授業中、発音を間

違えた生徒がいてもほかの生徒が温かく見守ってやれ

るような雰囲気、指名された生徒がすぐに答えられる

ような積極的な雰囲気がないと、発音の授業はうまく

いかない。生徒が伸びやかに話すことができるように

することが、音声指導のポイントである。

生徒を緊張させないよう、以下の事項に留意すべき

である。

(1)初めに発声練習などをいっせいにやらせて、声を

出しやすくしてやること。最初に歌を歌わせるのも効

果的である。

(2)指名して発音させる場合、順番を考えて不公平の

ないようにすること。緊張しやすい生徒は早いうちに

あてるようにする。あとになればなるほど緊張が高ま

るからである。

(3)生徒の前に立って指名しないこと。それだけで緊

張するからである。生徒の後ろや横から、座っている

縦または横の列の順に「はい、次」「はい、～さん」と

いうように指名するといい。間を置かずにテンポよく

次々に指名すると緊張しなくなる。

(4)必ず良いところを見つけてほめてやること。これ

は緊張を解くというよりは喜びと勇気を与え、次の練

習をやりやすくするためである。ただしこの場合、で

きたところだけを正確に評価してほめることが大事で

ある。「～さん、頭がいいですね」などと本人の能力を

評価するようなほめ方は良くない。能力をほめると、

ほめられない者が落ちこむことがあるからである。良

くなった点を具体的にほめる。例えば、「今の『つ』の

シリーズ③ 発音指導の手引き
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発音はさっきのよりずっと良くなっている」｢話し方が

だいぶ日本語らしくなってきた」などとほめるのもい

い。こうしてほめるのは、実は生徒の学習の進歩に常

に強い関心を持っているということを示すためである。

在珸音湶上,通常学生ｲ､会比平吋紫舐｡心情一紫誰,肌

肉自然也眼着紫雅,放松吋能友好的音往往也友不出来了。

特別是日珸珸音的一大特征是“平坦",紫舐吋辻分用力,就

会使音高不穏、気息辻握。此外,如果情堵紫舐，友惜音吋

則会更加唯力情。因此,在培音深上教師就要想力､法能使学

生放松情堵。

首先,教師自身努力創造出一今友好融洽的気気,是十

分重要的。燥堂上有堆麦音没惜了，周囿都能対之以友善的

笑脆；班扱整体有枳扱向上的気気,使被叫到名字的同学能

弓上回答何題｡没有遠些珸音湶是上不好的｡息之,使学

生能鰺自然放松地友吉，是珸音指早的美鍵。

使学生放松情堵的注意事項有如下一些：

(1)升始先一起透行笈声諒刃，創造一十学生易干汗口的弓

気。汗始上操吋先唱一首歌,也是↑好力､法。

(2)点名辻学生麦音吋要考慮好順序,倣到公平対待。要先

叫容易紫雅的学生，因力越叫到后面就会紫誰得越房害。

(3)不要姑在学生的面前叫他没音。他｛､会仮仮因力老師姑

在眼前而紫雅。老師最好姑在学生的后面或側面,辻学生按

照竪排或横排的座位順序依次回答,悦:“好,下一今",“好,某

某某"・以較快的枯奏一介挨一命地叫，中同不留同隔,迭祥

学生不容易紫稚。

(4)一定要桟出学生的仇点，当場鼓励。迭祥倣可以在援解

学生紫誰情堵的同吋姶他ｲﾛ以喜悦和勇気，以便下面的諒刃
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能移更容易倣。但是，表揚吋失鍵的是不能篭而銃之,而是

要指出好在郷里姶学生以准砺的坪价。芙似“休真聡明!”

迭祥遊行素辰判定的表扮活不好。因方，如果表揚了一十学

生的素辰,没有被表揚的学生就可能会情堵低落。要具体地

指出得到改逃的地方，比如“迭命‘つ，的笈音比剛オ好多

了”“悦得比原来更像日珸了”等等。迭稗鼓励的真意在

干：老師毎吋毎刻都対学生的遊歩抱有強烈的失心。

外国語の発音が「きれいな」人は「耳がいい」とい

われる。つまり、外国語の発音を正確に聞き取ってい

ればこそ、自分の口で正しく真似ることができるわけ

である。「耳がいい」人はまた自分の再生した音と教師

や録音テープのモデルの発音との違いを聞き分けるこ

とができるので、修正して目標言語に近づくことがで

きる。

したがって、外国語を学ぼうとすれば、「いい耳」を

作るための訓練をしなければならない｡それにはまず、

目標言語のモデルの発音を何度も聞き、シャワーのよ

うに浴びることが大切である。その時も、ただ漫然と

聞くのではなく、母語との違いを意識しながら聞き、

口に出して真似、繰り返すことが大切である。自分の

発音を日本語母語話者に確認してもらうことも大事だ

が、いつも身近に日本語母語話者がいるわけではない

ので、自分の発音を録音してモデルの発音と比較して

違いを確認することも大切である。

また、「いい耳」を作ると同時に、その言語を話す時

に使う口の筋肉の訓練も欠かせない。特に間違った発

4.口と耳の両方を訓練す

ること

シリーズ③ 発音指導の手引き
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音が癖になっている学習者は、長期間にわたって、繰

り返し練習することが必要である。

外珸友音“漂亮”的人被狄方“耳朶好，，。就是悦,只

有能正碗明辨外珸笈音,オ能用自己的噴模佑出来。“耳朶

好”的人可以既得出自己的友音和老師或最音帯里的椋准麦

音有什公不同,因而能移自己釧正,圦而使麦音接近目祢珸

言。

因此,在学弓外培吋,有必要把耳朶りll錬成“好耳朶"・

首先,要多所所学培言的祢准麦音,把自己萱身干充満外居

珸音的坏境里｡此吋,不是心不在焉地呪而是要随吋意沢

到外培和自己母悟的不同，井反夏地升口模佑。清以日塔方

母培的入来対自己的麦音遊行筌定固然根重要,但往往我ｲﾛ

身辺井不一定有日本人,迭吋可以把自己的友音泉下来和祢

准没音去比較,叺中桟出不同点。

通有,在り1l""好耳朶”的同吋,対悦日珸吋常用部位

肌肉的洲錬也是不可鋏少的。特別是対措浸的麦音已成了弓

慣的学生,更要任期、反夏地逃行錬弓。
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ある言語をその言語らしく話せるかどうか､つまり、

その言語を母語とする人が聞いて自然に聞こえるかど

うかは、個々の音を正しく発音しているかどうかより

も、文のアクセント、イントネーション、プロミネン

ス、リズムなど、いわゆるプロソディーで決まる｡・そ

の言語らしいプロソディーで発話すると、たとえ個々

の発音に多少の間違いがあっても、その言語を母語と

する人にそれほど違和感を与えない。逆に、個々の発

音が正しくても、プロソディーがその言語らしくない

場合は、いわゆる「外国人訓り」に聞こえてしまうの

である。外国語を学ぶ時、その言語のプロソディーを

習得することは、その言語らしく話せるようになるた

めの不可欠な条件である。

異なる言語はプロソデイーも異なるが、日本語と中

国語の場合も例外ではない。日本語と中国語では、音

程、リズムのほか､気息の強さも大きく異なっている。

中国語話者が日本語を学ぶ場合、これらの違いを認識

することが、まず、日本語らしく話す前提となる。

1．日本語らしさとは

一稗珸言能否悦得根地道（即在那神珸言的母珸使用者

明来是否自然),同重音、培凋、句重音、枯奏等迭些“鈎律

特征”所起的作用比単十的没音是否正砺要大得多。如果休

所悦的活恨接近咳珸言的剖律特征,那公即使十別単音有一

些小借,也会辻使用咳珸言的母培活者明起来不那公感到別

担｡反之,即使毎十単音都能笈得根准整体的梧凋如果不

像,明来也会有恨強烈的“外国人口音"・因此,在学弓外培

シリーズ③ 発音指導の手引き
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肘,重視那神珸言的鈎律特征,是学好咳培吉的不可鋏少的

条件。

濡吉不同，鈎律特征也不相同。日悟和沢珸亦不例外。

日珸和沢悟相比,除音高、苓奏之外,気息的彊度方面也相

差恨多・悦沢珸的人在学弓日悟吋,首先t人枳到迭些不同点，

是学好日塔的前提。

2．気息の強さ 発音の基礎となるのは発声、つまり声の出し方であ

る。日本語母語話者が日本語を話す時の気息は比較的

弱い。その弱さは、日本人同士でも相手の話す内容が

聞き取れないことがあるくらいである。これは特に若

い女性に見られる現象である。それに比べて、中国語

母語話者が中国語を話す時は明らかに気息が強く、呼

吸量も多い。中国語母語話者が日本語を話す時は、気

息が強くなりがちで、日本語母語話者が聞くとけんか

をしているように聞こえることがある。発音、アクセ

ント、イントネーションなどがすべて正確でも、気息

が強いと日本語らしく聞こえないばかりでなく、話し

た内容もはっきり日本語母語話者に理解してもらえな

いこともある。中国人学習者には、日本語学習の第1

段階から気息の強さを抑えて日本語を話すよう教える

ことが大切である。

没音的基朏是友声，即用什公祥的方法笈出声音。以日

珸力母悟的人悦日悟吋，所用的気息絞弱，弱到了甚至日本

人之同淡活吋也明不清対方的活。迭一点在年経女性中尤力

明星。与此相反,沢悟方母塔的人在悦沢培吋所用的気息根
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彊,呼気流量也較大。中国人在悦日塔吋容易用弓泣掻，以

至干在日本人明来像是在砂架一祥。即使友音、同重音、溶

凋等完全正砺,気息泣迩明来也不大像日培。不佼如此,有

吋迩会妨碍日培母珸活者正砺理解対方淡活的内容。対干中

国学生，要杁日珸学刃一汗始就告堺他ｲn:悦日珸吋要控制

気息。

中国語を話す時と日本語を話す時では、音程つまり

声の高さも異なる。中国語には四声があり、上がり下

がりが大きく、音域が広い。つまり、高い音と低い音

の差が大きい。一方、日本語の音域は狭い。つまり、

日本語の高い音は中国語一声の高さに届かず、日本語

の低い音は中国語の三声ほど低くない。日本語が静か

で単調に聞こえるのは、一つには、このような音域の

狭さによる。また、音に対する美意識の違いも問題に

なる。一般に中国人は高く透き通った声に美を感じる

が、日本人は高い声が苦手で、高い声を表現する言葉

はおおむね否定的に扱われている。例えば「声がキン

キンしている」「かん高い声」などと表現する。日本の

男性は、感情が激しても声は高くならず、むしろ低く

大きくなるのが普通である。怒って「もう一度言って

みろ」と言う時、音程が高くなると、日本人には滑稽

に聞こえる。また、例えば「先生、大変です」と言う

場合も、声が高いと動転しているように聞こえる。そ

ういう時、日本語では「声がうわずっている」と言う

が、この表現は沈着さ、冷静さを欠いていることを意

味する。つまり、好ましくない声なのである。緊急事

3．音程について

シリーズ③ 発音指導の手引き
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態を伝えようとする時は、「声を落として｣、つまり音

程を下げて、全体の拍を凝縮して言わなければならな

い。したがって、中国語母語話者が日本語を話す時に

は、音程では次の点に注意して話すことが望ましい。

声は高すぎても低すぎてもいけないということ、そし

て全体に高低がなだらかになるようにすること。

音程はアクセント、イントネーション、プロミネン

スとも関係があるが、中でもアクセントと四声の違い

を正しく理解する必要がある。日本語のアクセントに

は弁別機能があるが､しかし､｢温め(雨)｣｢あめ(飴)」

などのような違いは、文脈があればアクセントを間違

えても意味を理解するのにあまり支障がない。アクセ

ントはむしろその統語機能、すなわち意味の単位（語

や文節）の切れ目を示す機能において重要な役割を果
一 司

たす。例えば、「ちゅうごく（中国)」と「じん（人)｣、
司

[とうきょう（東京)」と「だいがく（大学)｣、「たべる

(食べる)」と「いる」をそれぞれ一つの意味単位に
市

すると、アクセントは「ちゆうごくじん（中国人)」

｢とうきょうだいがく（東京大学)」｢是べている(食べ

ている)」となる。日本語らしく話すためには、複合語

や名詞句のアクセントの統語機能を中心に練習する必

要がある。

悦日培和悦沢珸吋,音程（即音的高低）也不相同。沢

珸有“四声",音高的上升和下降幅度大,音域較寛。就是脱，

音高的最高点和最低点拉升的距高校大｡相反,日悟的音域

則較窄・具体而言,日悟的高音迭不到沢塔第1声那公高,低

音也低不到沢珸第3声那公低｡ 日溶明起来安静而単凋,就
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是受到了音域窄的影哨。男外,対音高的串美汎不同，也是

一十同題。一般地悦，中国人以声音高冗哨亮方美，而日本

人則明不慣高音，表迭高音的同珸大多含有匠又，比如用

“声がキンキンしている(尖声尖弓的)"、“かん高い声（尖

嘆子)”等悦法来表迭。日本男子在情堵激幼吋音凋一般不

升反降，只是音量会増大。如果没怒吋把‘‘もう一度言って

みろ（休敢再悦一遍？)，，塊得凋子根高,在日本人明来是恨

滑稽的。再如,塊“先生、大変です（老師,不好了!)”如

果声音恨高，就会晁得悦活人椋慌失措。遠稗没音日珸叫倣

“声がうわずっている（声音友瓢)"，意思是悦失去了匝有

的況着衿静,,急之那声音是不受吹迎的。在没生緊急情況吋，

根信人要“声を落として（声音況稔地)"，就是悦要把凋子

降低些，把毎一介音拍都麦得清楚、紫湊。因此，以沢珸力

母培的人悦日珸吋,在音高方面最好注意以下几点：首先要

使音高整体上既不泣高，也不辻低；此外,整体的凋子要自

然平坦,不能起伏泣大。

音高和同重音、珸凋、句重音也恨有美系，其中要特別

洋意汗砺理解同重音和沢珸四声的区別｡日悟的同重音量然也

有"別又功能"(即区別意又的功能),但是像“認め(雨)／

あめ（飴）”迭祥的珸又区別,在培境中即使把重音友措了

也不会成力恨大的何題。同重音更重要的作用在干官的“分

界功能”，即‘ら用来戈lj分悟又単位（同或同姐）的界限,例
一 司

如“ちゆうごく（中国），，和“じん（人)"、“とうきよう(東

京)”和“だ両ﾐｰ〈（大学)"、“た入る（食べる)，，和

“いる”等分別作カー↑塔又単位（夏合同）使用肘,其重音
一

分別方“ちゅうごくじん（中国人)”、“とうきょうだいがく
ー1

（東京大学)"、“たべている（食べている)"・要想日語悦

得地道就要以名同短珸或夏合同的“分界功能”力中心来

シリーズ③ 発音指導の手引き
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錬刃日悟的同重音。

4．リズムについて 中国語と日本語ではリズムも異なる。中国語のリズ

ムは「音節」が基本であるが、日本語のリズムの基本

は「拍」である。まず、音節と拍について説明してお

こう。

「音節」の定義は諸説あるが、もともと英語のシラブ

ル(syllable)の訳語で、ある日本語の国語大辞典では、

｢音節とは、それ自身の中に何らの切れ目が感じられ

ず、その前後に切れ目を感じられる単音、または単音

連続である」と説明されている。中国語でいうと、16，

17頁に掲載する中国語基本音節表（表l)の一マスご

との音がl音節である。

日本語の音節と中国語の音節の大きな違いは、音節

を連続して発音する時、日本語ではその長さを等分に

切ろうとしていることである。ゆっくり発音するとそ

の特徴がなおはっきりする。連続して発音する時、仮

名1文字（勧音の場合は2文字）を大体同じ長さで発

音する。この時間的長さの単位を音声学的にはモーラ

といい、日本語では「拍」といっている。この「拍」

は時間を等分に切る単位であって、音節とは観点を異

にしている。特殊拍と呼ばれている長音（－)、促音

(シ)、溌音（ン）も1拍と数えられる。例えば、長音、

促音､溌音が､前に来る音といっしょになって、「キー」

｢キッ」「キン」となる時、それぞれ2拍分の長さで発

音する。しかし「音節」単位で区切ると、それぞれ1

音節として数える。このように2拍で構成される音節
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は「長音節」と呼ばれる。

日本語の音を習得する場合、「音節」の概念はさほど

重要ではない。なぜなら、日本語のアクセントとリズ

ムの基本をなすのは「拍」なので、日本語の音声や発

音を教えるにあたっては「拍」が重要な単位となる。

この拍の感覚を養うことが、日本語を日本語らしく発

音するポイントとなる。

さて、この「拍」と中国語の「音節」との間に発音

する時どういう違いがあるか、観察してみよう。例え

ば、「安」という漢字は、中国語ではlan]とl音節に

発音するが、日本語の「安」は「あ」「ん」と2拍にな

る。そして、日本語の「拍」は中国語の「音節」に比

べると小さくて短い。したがって、各拍がl音の場合

は短くて不安定なので、話す時は2拍が1単位となる

のが普通である。例えば、「私は学生です」は「わた

しはがくせいです」というようになる。「私」を

「わたくし」と言う場合、「わたくしは○がく

せいです」というように、「○」の部分に1拍分の

「間」を置くことになる。この「間」の置き方も、日本

語らしいリズムを作る大事な要素なのである。

沢培和日悟在箔奏方面也是不同的。沢悟的枯奏以“音

帝”力基本単位,而日語的基本言清奏単位是‘‘拍（音拍)"・

迭里我1，先来解粋一下“音令,,和“音拍"・

美干“音桔",不同的学木流派有不同的定又。但官是圦

英珸syllable翻澤泣来的。按照日本《国悟大辞典》的悦法，

“在其自身中感覚不到分界,而在官的前后都感覚到分界的

単音或単音的達報,称作音捕"・就沢珸而言,16，17頁的汲

シリーズ③発音指導の手引き
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表1：中国語基本音節表

ざ |・‘‐‘。，“。！‘oloulanleni"9 Ia 0 e e －1 er al el aO Ou an enlan9 eng ong 1 1a laO

a 0 e e er al el ao Ou an e、 ang eng yl ya Vao
彦

biao

C

plao

nlao

b ba bo bai bei bao ban ben bang beng bi

p pa po pal pel pao pou pan pen pang peng pl

’
、1 ma mo me mal mel mao mou man men mang meng ml

f fa fb fei fbu fan fen fang feng

。 da de dai dei dao dou dan den dang deng dong di diao

tlao
t ta te tal tao tOu tan tang teng tong tl

、 na ne nal nel nao nou 、an 、e、 nang neng nong 、1 nlao

liao
I la le lai lei lao lou lan lang leng long

。
一
日
且

口
■
■
且

Z Za Ze Z1 zal Zel ZaO ZOu zan 噸i、 zang zeng zong

Ｃ

Ca Ce Cl Cal CaO COu can Ce、 cang ceng cong

S Sa Se S1 Sal sao SOu san sen sang seng song

zh zha zhe zhi zhai zhei zhao zhou han zhen zhang zhongiZncng

ch cha che chi chai chao chou chan chen chang cheng chong

sh sha she shi shai shei Shao shou shan shen shang sheng

r re ｢日 rao rou ran ren rang reng rOng

1
J1 JIa jlao

qlao

X1aO

q
ql qla

X
Xl Xla

９

ga ge gal gel gao gou gan gen gang geng gong

k ka ke kai kei kao kou kan ken kang keng kong

h ha he hai hei haolhou hanlhen hang heng hong
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１
１

’
1

’’1｡’ uan in曲 ueuang uengul uan u、ua uO ualmgllongmllang ulu lIanle

l

yonglwu wangWel wan we、Walwa WOymgyan Vm
‐ yangyouye

bubin bingbianbie

plng pupmplanple

mumln mlngnllanmle mlu

fu

dundui 巾1月、duodudingdie diu dian

tuntuantuO tultlng tutlantle

nuannuonunlang nlngnlan 、1，nlunle

luan lunlu luolin liang lingliu lianlie

zuan zunZuO ZulZu

Cuan Cu、CuO CulCu

suan sunSulSuOSu

zhuan ｧh1Un zhuangzhuizhua /hllO zhuaizhu

chuan chun chuangchuai chuichua chuochu

shuan shun 3huangshuai shuishua shuoshu

runnIanruO rulruaru

Juan Junju JuejlongJlngJ1an J1n jlangjluJ1e

qu que quan qlmqlOngJ1、 qlang qmgqlanqle qlu

xunXue XuanXuxIng

２
』

ｎＯｌＸ

Xln X1angX1u x1anXle

guanggul guan gungualgu gua guo

kuangkuan kunkuo kuai kuikuaku

hlmn hun huanghuo huai huihu hua

シリーズ③ 発音指導の手引き
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珸音令表（表l)中毎一格里的単音達報就是一令音拾。

日珸的音拍和沢珸音苓的最大不同是,在達袋麦音吋,日

悟的毎一介音拍息是要保持大体相等的任度。当悟速較慢

吋,迭一特征会更加明晁。達鎮没音吋，日悟毎一十假名字

母（勧音剛力2十假名）的任度都大体相同。珸音学卜把逮

神吋任単位叫倣“莫拉"，日悟則称作“はく（音拍)"。“音

拍”所具有的“等吋任性”是与“音令”対珸音的汎察角度

不同的。一般称作“特殊音拍”的任音（－）、促音（シ）、

援音（ン）等也被看倣一介音拍。例如，当任音、促音、援

音等眼在其他音的后面成方“キー"、“キッ”、“キン”吋，

皮分別被笈成両介音拍的任度。但是,如果用“音拾”的単

位来切分的活,上面的“キー"、“キッ”、“キン”等各カ

ート音措。像迭祥由丙介音拍絢成的音枯叫倣“辰音苓"・

学刃日珸吋，“音枯”的概念晶得不那公重要。因方拘

成日悟同重音和令奏的基本単位是音拍,所以在教日培的珸

音或没音吋,音拍就成了一ｲ重要的単位。培弄音拍的令奏

感是能否把日珸悦得鈍正的美鍵所在｡

下面,我111就来現察一下音拍和沢珸的音枯在笈音吋有

什公不同。例如沢字"安",沢塔渡倣一十音苓{an],而日珸

的“安”則是“あ”和“ん”南命音拍，同吋日珸的音拍要比

沢悟的音情短一些。迭祥，由干毎令音拍方一十音晁得短而

不穏，因此在悦活吋一般是以2音拍カー十単位。比如“私

は学生です”悦成“わたしはがくせいです"・当

把"私"渡倣"わたくし"的吋候湊倣"わたくしは○

がくせいです",要在“○”赴空一拍。在什公地方停

頓,也是拘筑地道的日珸苓奏的重要因素。
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日本語の「五十音図」’

課
課

２
３

第
第

’
一
日

十の「五 図本日本語3課魔 」

日本語を学習する場合、「五十音図」（表2）と呼ば

れる表を用いるのが普通である。日本語母語話者は、

小学校に入学する前から「五十音図」に慣れ親しんで

いるので、子供から大人まで五十音順どおり言えない

日本人はいない｡国語辞典の項目の配列もこの順になっ

ており、日常生活で用いる名簿やリストなどの配列も

五十音順を採用するのが普通である。子供は「五十音

図」で、平仮名、カタカナを習得すると同時に、「書か

ない、書きます、書くらしい、書くこと、書けば、書

け」のような五段動詞の活用も楽に覚えることができ

る。何よりも重要なことは、これによって日本語の拍

の構造を把握できることである。

「五十音図」は横の「行」と縦の「段」からなってい

る。「段」の名前は最初の「行」の「あ・い・う・え・

お」で表され、「行」の名前は「行」の最初の音「あ・

か・さ・た・な・は．ま．や・ら・わ」で表されてい

る。これは「子音十母音」「半母音十母音」の組み合わ

せからできている日本語の拍の基本構造を表している。

厳密にいうと、この「五十音図」は日本語の拍をすべ

て含んだものではない。濁音、半濁音および勘音を含

む日本語の拍をすべて含んでいるのが｢拡大五十音図」

(表3）である。この「拡大五十音図」には鼻濁音や特

殊拍の長音、促音、溌音も加えられている。言葉は時

代とともに変化するものであるが、日本語にカタカナ

を用いて表記する外来語が急増するにつれて、「グァ」

「ジェ」「テイ」「ニェ」のように、「拡大五十音図」に

は「拍」の1．「五十音図」

基本

シリーズ③ 発音指導の手引き
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ない表記(拍）も多く見られるようになった。したがっ

て、日本語の音声を勉強する場合には、現代日本語の

拍をすべて含んだ「現代日語音拍総表」（表4）のよう

な表に基づいて学ぶことが大切である。

在学弓日培吋,一般使用称作“五十音圏”（表2）的塔

音表。以日悟方母塔的人也一祥,他佃在上小学以前就已姪

熟悉了‘‘五十音困”，因此圦ﾉL童到成人，日本人里元人不

知五十音圏,没有人不会悦出五十音的順序。国珸辞典也是

按照五十音囲来排列同条順序，日常生活中的名冊及清単等

一般也都是以五十音圏排序的。咳子佃按照“五十音圏"､来

学弓平假名和片假名。同吋，氾住了五十音的順序，五段幼

同的活用形“書かない、書きます、書くらしい、書くこと、

書けば、書け”也就根容易i己住了。而且,更主要的是，我

ｲﾛ可以通せ“五十音圏”来掌握日悟音拍的詰杓。

五十音圏是由横行的‘‘行，，和竪行的“段，俎成的。各

“段”的名称以第一“行”的假名“あ・い・う・え・お”

来命名，“行”的名称以各“行，，的第一令假名“あ・か・

さ・た・な・は。ま．や・ら・わ”来表示。迭祥的“五十

音圏”体現了日培音拍的基本詰拘是以“輔音十元音”或

“半元音十元音”姐成的。泙格地悦，“五十音圏”井没有

包括日塔的所有音拍。将“油音"、“半油音”及“勧音”

也包括逃来的是“ケ大的五十音圏”（表3)。此外,迩可以

将"鼻油音"及作方特殊音拍的“促音"、“任音"、“披音”

等也包括逃来。但是,悟言是随吋代変化的。随着日培中用片

假名併写的外来悟迅速増加，“グァ”、“ジェ”、“テイ”、

“ニエ”等“ず大的五十音圏”中没有的併写形式（音拍）

也汗始匝用起来。因此,有必要按照把現代日培所有音詰都
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嚢括其中的“現代日濡音拍息表”（表4）来遊行教学。

伝統的な「五十音図」と「拡大五十音図」を暗論す

れば、効果的に日本語のリズム（拍）感覚を身につけ

ることができる。暗調する時は、1拍1拍を同じ長さ

で、リズミカルに発音することが大切である。また、

日本語の「拍」は小さく短いので、1拍1拍を長く延

ばさないように､歯切れよく発音しなければならない。

日本語の拍はアクセントの習得とも深く関わっている

ので、四声の感覚で音を上げたり下げたりして暗謂し

ないよう指示する必要がある。

2.「五十音図」で拍感覚を

背涌侍銃的“五十音圏”及“ザ大的五十音圏”，対干

掌握日培的帯奏感（音拍感）有着根大的講助。背涌的吋

候毎介音拍都尽量友得任度相等而富有苓奏,是根重要的。

此外,由干日珸的音拍根短,因此友音吋要一拍一断,不要把

官ｲﾛ拉任。掌握日濡的音拍与学刃同重音也有恨大失系，因

此背涌吋不能按照沢悟四声的感覚使日珸的音拍帯上升凋或

降凋。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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表2：五十音図

碁、皇 蕊’
あ段

ア段

い段

イ段

う段

ウ段

お段

オ段

行
行

あ
ア

あ
ア

毒
フ
ウ

い

イ

エ
ス
エ

お
オ

か行

力行

か
力

き
キ
、

く

ク

け
ケ こ

．

行
行

さ
サ さ、

サ

し
シ

す
ス

せ
セ

そ
ソ

た行

タ行

た
タ

ち
チ

と
卜

て
一
ア

つ
ツ

な行

ナ行

な
ナ

に
二

ぬ
ヌ

ね
ネ

の
ノ

行
行

畢
生
、

１
１
ノ

は
ハ

ひ
上

ふ
フ

ほ
ホ

へ
。
へ

行
行

ま
マ

←
エ
マ

み

ミ

む
ム

め
メ

も
モ

や行

ヤ行

や
ヤ (い）

(イ）

ｊ
ｊ

室
ス
エＩ

ゆ
ユ

よ
ヨ
｜
ろ
し

ら行

う行

エ
ｂ
一
フ

り
り

る
ル

れ
し

’

ｊ
ｊ

う
ウ
ー
く

わ行

ワ行

わ
ワ

ｊ
ｊ

ゐ
ヰ

く
く

ｊ
ｊ

ゑ
ヱ
く
ｉ

を
ヲ
’

溌音 ん ン

’



’
23

|第3課日本語の『五十音図』

表3：拡大五十音図

芳、豊 お（オ）段え（エ）段う（ウ）段い（イ）段あ（ア）段
ロ

お／オえ／エう／ウい／イあ／アあ／ア行

こ／．け／ケく／クき／キか／力か／力行

そ／ソせ／セす／スし／シさ／サざ／サ行

と／トて／テつ／ツち／チた／夕た／タ行

の／ノね／ネぬ／ヌに／二な／ナな／ナ行

ほ／ホへ／へふ／フひ／上は／ハは／ハ行

も／モめ／メむ／ムみ／ミま／マま／マ行

よ／ヨゆ／ユや／ヤや／ヤ行

ろ／ロれ／しる／ルり／リら／ラら／ラ行

わ／ワわ／ワ行

ご／ゴげ／ゲぐ／グぎ／ギが／ガが／ガ行

ぞ／ゾぜ／ゼず／ズじ／ジざ／ザざ／ザ行

ど／ドで／デづ／ヅぢ／ヂだ／ダだ／ダ行

ぽ／ポ

ぽ／ポ

べ／ベぶ／ブび／ビぱ／（ぱ／バ行

ぺ／ぺぷ／プぴ／ピぱ／パぱ／パ行

きよ／キヨきゅ／キュきゃ／キャきゃ／キャ行

しょ／ショしゆ／シュしや／シヤしや／シヤ行

ちよ／チヨちゅ／チュちや／チャちや／チャ行

にょ／ニョにゅ／ニュにや／ニヤにや／ニヤ行

ひょ／ヒョひゅ／ヒュひや／ヒャひや／ヒャ行

みょ／ミヨみゅ／ミュみや／ミヤ行 みや／ミヤ

りょ／リョりゆ／リュりや／リャりや／リヤ行

ぎょ／ギョぎゅ／ギュぎゃ／ギヤぎゃ／ギヤ行

ヨ
ヨ

ジ
ヂ

／
／
よ
よ

じ
ぢ

ユ
ユ

ジ
ヂ

／
／
ゆ
ゆ

じ
ぢ

ヤ
ヤ

ジ
ヂ

／
／
や
や

じ
ぢ

行
行
ヤ
ヤ

ジ
ヂ

／
／
や
や

じ
ぢ

びょ／ビョぴゅ／ビュびゃ／ビヤびゃ／ビヤ行

ぴょ／ピョぴゅ／ピュぴゃ／ビヤぴゃ／ビヤ行

擬音（ン）促音（シ）長音（－）特殊拍

シリーズ③ 発音指導の手引き
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表4：現代日語音拍総表

元音
補音 a 1 Ku e 0

零輔音

あ一や一わ一ま一辞一な一吟一ぱ一癖一ぱ一昨一た

う
一
ゆ

い お，を

よ

え一往一転一め

ｒ
栂

Ｊ叫、㎡
ｎｎｐｐｂけｔｆｄ。ｋ三照碍ｇｇず①⑩ｓｌｉｓｌｃＰｈｌ鱈耐蛇止血ｆ｜唾緒

半元音 朔
一
一
み
一
一
に
一
一
ぴ
一
一
び

婚一もむ一部一ぬ画一ぷ一坐ぶ両一竺一五一些垂く誌

錘
の
倖
ぽ
畦
ぼ
碓
と

鼻 音 ね一一二ぺ

べ

て

ティ

だ 上ﾞーで塞 音
デイか

弄
一
室
が
弄
弄
秀

け一毛

こ一詮一転｜ご一垂一殉一志

き一殉

ぐ
詞

げ
霊

ぎ

ふ
一
室
す

フェ

ブイ

ざ

せ 多
一

擦 音

型
し
一
ひ

吟一峠一は一”

”｜”

睦一坐ほ一”

ン エ

へ一た

つ空
ち

塞擦音

酔一ざ一酔一ら唯一向

ちゆ

ず，づ

じゅ

る

りゅ

(ツ）

走一ぜ堯一れ

ちよぞ一畦

じ，ぢ

ろ

りょ

(ン）

l刀 音
り ｜
促音/O/特殊音拍 披音/N/

(特引自朱春妖《珸音洋解》pp.24-25,外研社,2001)
注：表4の中国語の音声学用語と日本語の音声学用語の対応は以下のとおりである

元音：母音 擦音：摩擦音
補音：子音 塞擦音：破擦音
半元音：半母音 阿音：弾き音
鼻音：鼻音 特殊音拍：特殊拍
塞音：破裂音 任音；長音
促音：促音 援音：溌音
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音と半母音の指半 導母 母第1課

日本語を正しく発音するには、何よりもまず五つの

母音、すなわち五十音図の「あ行」の「あ．い、う．

え．お」をしっかり習得しなければならない。なぜな

ら、「か行」以下の音は子音とこれらの母音が組み合わ

さってできているからで、母音は日本語の発音の基礎

といえる。母音が正しく発音できないと、「か行」以下

の音も歪んだ音になる恐れがある。また、母音は単独

で有意味語を作るなど、意味伝達の上で果たす役割も

大きいので、言語音としてはっきり発音するよう指導

しなければならない。「や行」の「や．ゆ．よ」と「わ

行」の「わ」の始まりの音[i][w]は半母音であるが、

｢や．ゆ．よ」は後の勘音の習得に影響するので、母音

同様、最初にしっかりと習得しておかなければならな

い重要な音である。

日本語の母音に似た音は中国語にもあるので、日本

語学習者はその似た音で代用しがちであるが、似て非

なるものだという意識を持つことが大切である。日本

語の母音を発音する時は、中国語の似た音に比べて、

縦方向への口の開き、横後方への口の引き、舌の上下

変動の幅、唇の丸みの幅、唇や舌の緊張度をいずれも

小さくすること、母音がつながっている場合も、一般

に各母音を互いに同化させることはあまりなく、つま

り、漢語の複合母音のように発音せずに､､個別の音価

を保ちながら発音するよう留意しなければならない。

要使日珸的没音友得正碗，最重要的是首先把5令元
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音（即五十音囹中“あ行，，的あ、い、う、え、お）札札実

実地学好。迭是因力,“か行”以下的音都是輔音与遠几↑元

音俎合而成的，元音可以悦是日培友音的基咄。如果元音麦

得不正碗，“か行”以下的所有音都会有同題。再有，元音

迩可以単独成力有意又的同，官在梧又侍迭上也友捧着恨大

的作用，因此,作方培音,一定要指早学生友清楚。 “や行”

的“や、ゆ、よ'，和“わ行”中“わ”的起始音U][w]"

半元音,而“や、ゆ、よ'，会対日后勧音的学刃芦生影ﾛ向,因

此半元音与元音一祥,也是一汗始就必須学好的一姐重要的

音。

在沢珸中也有和日悟元音美似的音,所以日語学可者常

会用沢悟的美似笈音来代替日悟友音。但是,即使有些相似

却是根本不同的。辻学生叺枳到迭一点非常重要。与沢培中

美似笈音相比,日培元音的友音在口的鍬向升度及横向升度、

舌共的上下迄幼幅度、圓唇度、唇和舌的肌肉紫號度等所有

方面都小干沢沼，井且在元音和元音相達肘，官{i]之同一般

不大友生同化。也就是悦,不是像汲悟“夏合駒母”那祥友

音,而是保留各自的音値不変。

日本語の「あ」は中国語の「卿」より口の開きが小

さく、日本語の「い」は中国語の「衣」より口の引き

が弱いということがわかっていれば、この二つの音は

中国語母語話者にとって、そう難しくない。

1．「あ」と「い」は口の

開きを抑えて

只要槁清楚日珸的“あ”不像沢培“咽”那祥噴弥得那

公大，“い”不像沢培“衣”那祥噴例得那公升，送両介音

対干悦沢珸的人来塊井不恨唯。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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2.「う」は円唇音にならな

いように

五つの母音のうち、特に「う」の発音に注意する必

要がある。日本語の「う」は中国語の円唇母音[u]と

は異なり、唇を丸めない非円唇母音であることを教え

る。この時、平口であっても唇の筋肉が緊張している

と不自然な音になるので、弛緩したままの状態で発音

させることが大切である。

在5/卜元音中,要特別注意“う”的友音。要告脈学生，

日培的‘‘う，,和沢珸圓唇的[u]不同，是不圓唇元音,友音

吋不要把噛唇撮園。友音吋，即使不圓唇如果唇部肌肉緊

張友出来的音也会不自然,因此在放松的状志下麦音是十

分重要的。

3．「え」と「お」の長音に

注意

「え」も中国語母語話者には難しい音である。「え」

を発音する時は、口の開きを「い」よりやや開く程度

に、舌の位置を「い」よりやや下げる程度にして、短

く「え」と発音するようにする。口を開きすぎてIE]

のようなあいまい母音にならないように注意すること。

また、中国語の複合母音[ei]で代用しないこと。「お」

もこの音だけを短く[o]と発音するのは難しく、[ou]

になりやすい。特に「え」と「お」が長音になった場

合、[ei][ou]になりやすい。例えば「英語（えいご)」

｢王（おう）さん」の場合がそれにあたる。これは、中

国語の複合母音の干渉が原因と思われる。直すには、

音を延ばす途中で舌の位置を動かさないように指示す

る方法がある。
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“え”也是中国学生唯没的一十音｡友“え”音的吋候，

升口度比"い"略大一些舌位也比"い"略降低一点ル｡

要注意不能友得泣任。迩要注意不要因方升口辻大而友成珸

音較模糊的[E]・不要用沢珸的夏合元音[ei]来友日珸的単

元音“え”。“お”也不容易友成較短的、音値固定的[o],

而是容易友成[ou]・特別是在‘‘英語（えいご)"、“王(お

う）さん”等情況下“え"、“お”成力伝音吋,更容易被友

成[ei]、[ou]。迭是沢珸夏合元音対日沼造成的影ﾛ向。釧正

肘，可以指昇学生把音抱任一些来友，同吋不要在中途改変

舌失的位置。

日本語の母音を連続して発音する時は、例えば、「愛

(あい)」「わいわい」「追う（おう)」「言う（いう)」「祝

い（いわい)」「杖（つえ)」「対（つい)」などの場合、

中国語のそのほかの二重母音lai][ual[Ou]、三重母音

[iou][uai][ueilなどの干渉にも気をつけなければなら

ない。また、母語の音節「en｣｢eng｣｢uen｣｢ueng」の

干渉で、特に溌音「ん」の前の母音「え」と「お」が

あいまい母音の{elや[ue]になりやすい。例えば「二

千円（にせんえん)」「困難（こんなん)」のような場合

である。また、同じように、音節「iong」の干渉で

｢ん」の前の「よ」が「ゆ」になることも多い。例えば

｢四（よん)」の場合である。これらの場合には、それ

ぞれの音が独立していることを意識すること、「あ・

い」「こ・ん・な・ん」のように1拍1拍区切って正し

く発音した感覚をつかんだ後、その音価を変えないよ

うに連続して発音してみることも解決法の一つとして

4.複合母音にならないよ

うに

乱

シリーズ③ 発音指導の手引き
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有効である。

在連装笈日珸元音如"愛（あい)"、“わいわい"、“追

う（おう)',、“言う（いう)"、“祝い（いわい)”、“杖（つ

え)，，、“対(つい）”肘,要注意沢悟中其他二合元音{ai]

[ua][ou]、三合元音[iou]luai]{uei]的干抗。男外,受母悟

音苓G@en""eng"@$uen"@･ueng''的影舸,特別是在援音

“ん”前的元音“え，，和“お”容易被友成悟音模糊的[e]或

[ua]｡例如“二千円(にせんえん)''、‘‘困難（こんなん)"等。

同祥,受音帯$･iong"的影ﾛ向,46ん”前面的“よ”容易麦

成“ゆ"，如“四（よん)，，等。迭吋，可以用下面的方法釧

正：辻学生意沢到毎一ｲ､単音都是独立的，在他ｲﾛ能移像

‘‘あ・い"、“こ・ん・な・ん”那祥一十音拍一 音拍地

正碗麦音以后再来没達袋音，井且在友一十音吋不要中途改

変音値｡

由 ＝
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|詞課母寶と半母音の指導

コラムl朝鮮語の母音との比較

在以朝鮮珸活者方対象教授日珸元音吋,対

干日珸的元音和朝鮮珸的元音是什公祥的対皮美

系，官佃又有梛些不同,脳子里皮咳首先有概念。

把日珸和朝鮮珸的元音一一対匝起来,大概

是下面的祥子：

日珸 朝鮮沼

あ←---------→G:o}[al"

い←---------→"ol[i]''

う←~~~~~~~~-→“且［皿]''"f[u]"

え←~~-------→@.ol[8]""41[el"

お←~~~~~~~~~→$$2[O]"@$ol[o]'｡

迭里面，与日珸“う”“え”“お”対厘的朝

鮮語元音不止一介,迭是何題的原因。

il我｛il更洋畑地解稗一下朝鮮悟的元音：

o}[a]:5･･あ”基本相同。友"o}''吋

口的鍬向升度略大。

o1[i]:与“い”基本相同。友"01"吋口

的横向升度略大。

且［皿］：和“｡1”一祥，口的横向升度較

大。用迭祥的口形笈的“う”音。

f[u]:噛唇撮風井且向前突出。用迭祥

的口形笈的“う”音。

･1[E]:舐大了噴没“え"音。口形与G$o}"

相同。

41[e]:与其悦是“え"9更接近“いえ"・

用和@$ol"相同的口形笈出的“え"音。

.a[o]:噴唇撮風井且向前突出。用遮祥

的口形笈的“お”音。口形与"早"相同。

ol[o]:誰大了噴没"お"音。口形与@@o}"

相同。

朝鮮語話者を対象に日本語の母音を教える場

合､日本語の母音が朝鮮語の母音とどう対応す

るのか､またどこがどう違うのかをまず頭にい

れておかなければならない。

日本語と朝鮮語の個々の母音を対応させてみ

ると次のようになる。

日本語 朝鮮語

あ←--,---→「o}[a]」

い←---------→「｡1[i]」

う←---------→「皇［皿]」「辛{u]」

え←------ →「ol[E]」「叶1[e]」

お←---------→「皇[o]」「oI[o]」

日本語の「う」「え」「お」に対応するものが

複数あり、そこが問題になる。

朝鮮語の母音についてもう少し詳しく解説し

ておくことにする。

。ト[a]:「あ」とほとんど同じ。「oﾄ」のほう

が口の開け方がやや大きい。

｡1[i]:「い」とほとんど同じ。「oI」のほう

が口の左右への引き方がやや強い。

g[uI]:｢ol」と同じように口を左右に強く

引く。その口の形で「う」と発音する。

f[u]:唇を丸めて先に突き出すようにす

る。その口の形で「う」と発音する。

｡H[E]:口を大きく開けて「え」と発音す

る。口の形は「o}」と同じ。

41[e]:「え」よりは「いえ」という感じ。

「｡1」と同じ口の形で「え」と発音する。

&[o]:唇を丸めて先に突き出すようにす

る。その口の形で「お」と発音する。口の形は

「旱」と同じ。

ol[o]:口を大きく開けて「お」と発音す

る。口の形は「o}」と同じ。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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5.半母音は短く速く発音

させる

中国語話者には、「や」「ゆ」「よ」を短いl音節とし

て発音する習慣がない。中国語の「鴨」「仇」「腰」の

ような複合母音の音で発音する傾向があるので、これ

らの音より短く速く発音するように練習させる。また

｢い」の場合と同じように、唇を引きすぎないように注

意させる。半母音「わ」を発音する要領も「や」「ゆ」

｢よ」と同様であるが、「わ」の場合は「う」と同じよう

に､唇を丸めず､緊張させないことがポイントである。

沢珸活者不可慣把“や”“ゆ”“よ”友成短的音拍，

他1i]常常用沢悟“鴨""tt''.$腰，'那祥的夏合元音来麦音。

要りII錬他ｲi]把半元音没得快些､短些｡迩要注意像友"い"

音吋一祥,不要把噴唇泣干往両辺拉升。含有半元音的"わ”

也与“や”‘‘ゆ”“よ”麦音要領相同，但麦“わ”吋和“う”

一祥，即不要圓唇，友音器官不能紫雅。

コラム2朝鮮語の半母音との比較
朝鮮語の半母音には下に挙げたもののほか

に、「･IUE]」「o10e]｣(以上y系)、「判[w･]」

｢期[wE]」「判1[we]」「判[wi]｣(以上w系）があ

るが、ここでは日本語の音声指導上問題とな

る部分を取り上げておく。

日本語と朝鮮語の個々の半母音を対応させて

みると次のようになる。

日本語 朝鮮語

や←---------→「･卜Ua]」

ゆ←---------→「号Uu]」

よ←---------→「且bo]」「幹0．]」

わ←一=一_→「斗[wa]」

朝鮮語の半母音について､もう少し詳しく解

朝鮮珸的半元音除了下面列出的以外,通有

“･HUE]""olUe]"(以上y系)和“判[wo]"

"9l[w8]'':@M1[we]''.@判[wi]''(以上w系）

等,但在迭里我ｲil只渉及和日悟珸音指早有美系

的部分。

把日珸和朝鮮悟的半元音一一対座起来,大

概是下面的祥子：

日珸 朝鮮塔

や←---------→“･トUa]"

ゆ←---------→"30u]"

よ←---------→"aUo]"$#c1bo]"

わ←---------→@Gg}[wa]"

辻我佃更洋畑地解稗一下朝鮮珸的半元音：
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。卜Ua]:和“や”基本相同。麦“･卜”吋

口的鍬向升度略大。

:0u]:噴唇撮風井且向前突出。用迭

祥的口形没的“ゆ”音。

abo]:噺層撮回，井且向前突出。用迭

祥的口形笈的“よ”音。口形和“号”相同。

cｴ10o]:舐大了噴麦“よ”音。口形与

“｡}”相同。

4[wa]:和“わ”基本相同。没‘外”吋口

説しておくことにする。

。ﾄUal:「や」とほとんど同じ。「･ﾄ」のほう

が口の開け方がやや大きい。

:0u]:唇を丸めて先に突き出すようにす

る。その口の形で「ゆ」と発音する。

abo]:唇を丸めて先に突き出すようにす

る。その口の形で「よ」と発音する。口の形は

｢号」と同じ。

。ｲ0．]：口を大きく開けて「よ」と発音す

る。口の形は「o}」と同じ。

4[wa]:「わ」とほとんど同じ。「斗」のほ

的鍬向升度略大。

うが口の開け方がやや大きい。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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有声音・無声音の指導
● 『 ｡ ロ

有 鉦第2課 〃18，

日本語の子音には清音、濁音の区別がある。清音・

濁音というのは、音声学でいう無声子音・有声子音の

ことである。ここで問題になるのは、中国人学習者の

場合、清濁、つまり無声子音と有声子音の対立を直国

語の有気音と無気音の対立に置き換えてしまう傾向が

あることである。朝鮮語を母語とする学習者にも同じ

ような干渉が起こる。

例えば、「蚊が」と発音する時、中国語母語話者は

｢か」を有気音の[kha]、「が」を無気音の[kalで発音

してしまうのである。中国語の有気音Ikha]と無気音

の[ka]は、ピンインでは「ka」「ga」と表記すること

になっているので、「か」と「が」のローマ字表記であ

る「ka」「ga」と混同されやすく、いっそうまぎらわし

くなっている。

日溶的補音中有清音和独音的区別。清音、油音在悟音

学上也叫倣“不帯音”“帯音"・迭里的何題是，中国学生大

多用本国珸中的“送気音"、“不送気音”来代替日培中清

音和独音的対立。以朝鮮珸方母悟的学生也面対同祥的母珸

干挑。

例如，在友“蚊が（かが）”吋，以沢悟方母語的人把

“か”友成送気音[kha],把“が”友成不送気音的[ka]・

沢珸中的送気音[khal和不送気音{ka]的併音形式分別方

｡･ka''･･ga'',迭祥就容易和日培的$･ka''"ga''混渭,ルヘ

而也就更不容易分清了。
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この指導には、二つの問題点がある。一つは有声子

音、つまり声帯が振動する音の出し方がわからないと

いうこと、もう一つは声帯が振動する音を発音してい

ても、それを音素として認識していないという点であ

る。一般的に中国語話者は、呼気量には敏感だが、声

帯の振動には無頓着である。

有声子音であることをわからせるには、声帯が振動

していることを感知させることである。例えば、手を

喉仏に当てて発音させてみる。手の代わりに喉にマイ

クを当ててみるのもいい。ただし、「か」と「が」を比

べた場合、{ka]は[k]のあとすぐ母音[a]、つまり有

声音を続けて発音する音であるので、声帯の振動を伴

わない無声子音[k]は発音する時間がごく短い。その

ため、声帯の振動を感知することに慣れていないと

{ga]と区別しにくい。その場合、子音だけ「くつ、

くつ、くつ｣、「ぐっ、ぐっ、ぐっ」と発音させて観察

したほうがわかりやすい。

声帯の振動が感知できたら、次に有声子音の発音練

習をさせる。もともと子音を有声で発音する習慣がな

いので、なるべく発音しやすい環境（音声学ではその

音の両隣のことをいう）で発音させたほうが発音しや

すくなる。例えば、[ga]を[a]で挟んで、「あがあ」と

言う練習をさせると[g]が出やすくなる。

この「あがあ」は出だしから終わりまで有声音が続

くので、声帯は途切れることなく振動する。発音しや

すく、また有声であることが確認しやすい。この「あ

があ」がスムーズに言えるようになったら、はじめの

「あ」を省いて「があ」を発音させ、さらに終わりの

1．声帯の振動の確認と音

声環境作り

シリーズ③ 発音指導の手引き
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｢あ」を省いて、なるべく短い間隔で「が、が、が、が、

が」と言わせ、短く切れるようになったら、「が」を単

独に言わせる。ほかの有声子音も同じような要領で練

習させる。例えば「ぎ」の場合、「いぎい」→「ぎい」→

｢ぎ、ぎ、ぎ、ぎ」→「ぎ」というように練習させる。

ー

逃行清音和独音的指早,有丙十|可題：－是学生不憧得

油補音即有声帯振劫的補音是如何没出来的,再一介是邑然

能友出有声帯振幼的油補音，却不能把官当作“音位”来加

以叺枳｡一般地悦,沢悟活者対送気量較敏感而対声帯的

振幼則不敏感。

要使学生ｲﾛ明白什公是油音,就要吐他佃感知到声帯的

振功。比如,可以把手放在喉晩上来感受友音。不用手,用

麦克凧也行。但是，在比較“か”和“が”的友音吋，因方

友[kal吋在[k]的后面紫眼着元音[a](油音),元声帯振

劫的[k]麦音吋I可恨短，因此如果対声帯振幼不可慣,往往

不易研出与[ga]的区別。迭吋,如只茂補音“くつ、くつ、

くつ”、“ぐつ、ぐつ、ぐっ,,,就会比較容易現察官佃之同

的区別。

感知到了声帯的振幼，下面就是錬刃油音的没音了。由

干原本没有友油音的可慣，因此要創造容易友音的培音坏

境（在珸音学上指与某十音相部的両↑音)，オ能比較容易

地笈出油音来。例如,it[ga]央在両↑[a]中|可,友“あが

あ",迭祥諒弓，比較容易友出正砺的油音[g]。

“あがあ”圦汗始友音到没音結束,－亘都是独音，因

此声帯－亘保持振功的状恋，迭祥就既容易麦音，声帯振幼

与否也容易砺叺。在“あがあ”麦得比較好了以后,把升始

的“あ”去棹，友“があ，，,再送一歩把最后的“あ”也省棹，
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尽可能留絞短的伺隔達域麦“が、が、が、が、が"，当学生

能把毎一十“が"断汗吋就可以辻他1，友単独的“が"了｡

其他的油音也可以采用相同的方法錬弓。例如“ぎ",也按照

“いぎい”→“ぎい”→“ぎ、ぎ、ぎ、ぎ”→“ぎ”的順序

錬刃。

コラム3朝鮮語話者の子音①

◆平音、激音、液音◆

朝鮮培的塞音/p"t//k/中存在着称作“平音"、

“激音"、“液音”的珸音対立。其中，“平音”

相当干沢珸及越南珸的不送気音，“激音,，相当

干送気音。因此,以朝鮮珸方母珸的人学刃日珸

吋，会笈生和沢珸活者相同的何題。

迭里洋畑地解粋一下朝鮮珸的“平音"、

“激音"、“液音”：

"平音”在同首没清音,但在河中眼在油音

后面吋友油音。

“激音”相当干沢珸及越南珸的送気音。没

音吋帯有彊烈的送弓。日珸中，“豚引か(閣
下)，，←“Eﾁ,，、“匝たぐり"等同中用
‘■"祢出的部分与其有些近似。

“派音，是完全不送気的清音的一神，笈音

吋喉部較紫稚｡日珸中,‘‘が『う界1り"、‘‘原~弓1

た"、‘‘や亜り"、“あ重り，，、“うF春司
り"等同中用‘‘ロ”杯出的部分与其有些
近似。

由干朝鮮悟補音中有着迭祥的区別,因此朝

鮮珸活者対“日培迭里的輔音究寛是‘平音，、

‘激琶汪是‘液音？”就会恨在意。例如他

1，会来何老師，“トー国一(東京)"中的
“キヨ”到底是“平音"、“激音"、“液音”中

， 一神？

可以按照下面的方法逃行指尋。

(1)先仔畑地反夏明日本人的自然没音,然后

◆平音、激音、濃音◆

朝鮮語の破裂音/p//t//k/には平音、激音、濃音

と呼ばれている対立があり、このうちの平音は

中国語やベトナム語などの無出気音(無気音)、

激音は出気音（有気音）である。したがって、

朝鮮語話者が日本語の音声を学習する場合に

は、中国語話者と同じ問題が生じる。

朝鮮語の平音、激音、濃音について、もう少

し詳しく解説しておくことにする。

平音というのは、語頭では無声音であるが、

語中で有声音に続く時､有声音で発音される音

である。

激音というのは、中国語やベトナム語の有

気音に相当する。強烈に息を吐き出すようにし

て発音する。日本語の､「｢が可か(閻工)」
｢廃1ﾁ｣1汀司たぐり｣などのうち､園で
示した部分が大変似ている。

濃音というのは「息」を全く伴わない無

声音の一種で、喉をしめつけるようにして

発音する。日本語の､｢力極り」｢や|った|」
｢や同到り」｢あE言1り」「うE壱司り」など
のうち､□で示した部分が大変似ている。
さて､朝鮮語の子音にこのような区別がある

ので、朝鮮語話者は「日本語のここの子音

は、平音か激音か濃音か」が気になり、例え

ば｢ﾄｰ匿一(東京)｣の｢ｷｮ｣の部分は
平･激．濃のうちどれかというふうに尋ねる場

I

I

l

’

シリーズ③ 発音指導の手引き
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合がある。

次のように指導すると効果的である。

(1)日本語話者の自然な発音を何回も注意し

てよく聞くこと。そして、発音してみること。

(2)語中の平音は有声化して「トーギョー」の

ようになるので平音ではない。また、激しく息

を吐き出すこともないので激音でもない。しか

し、朝鮮語の濃音のように全然吐息が伴わな

いわけでもない。したがってa､平音は平音で

も語頭の{k]音を発するつもりで発音する。

b.多少息を吐き出しながら、濃音を発音する

つもりで声を出してみる。以上、a、bの二つ

がアドバイスとしてわかりやすい。ただし、理

論的にわかっていても､実際にうまく調音でき

るかどうかはまた別の問題であるので､繰り返

し聞き､発音することがいちばん効果的である。

透行模佑。(2)同中位萱的平音会油化方“トー

ギヨー，，，因此官不是平音；'E在麦音吋没有彊

烈的送気，因此也不是激音；井且,官又不像朝

鮮珸的派音那祥完全不伴随気息。因此，a､就

算官是平音，也要按照同首的[k]那祥笈音。

b.試着在没液音吋梢梢帯上一点送気。上述a、

b南条提示皮咳是比較筒明易憧的。但是,即使

理吃上弄憧了,突豚度音吋能否麦得出来却是男

外一十何題｡所以最有效的方法汪是反夏研､反

夏錬。

2．語中の有声音・無声音 有声音･無声音の発音では、語頭の有声音、特に「ざ

行」の「じ」と「ず｣、語中の無声音、特に「た行」の

｢ち」と「つ」に間違いが多い。

語頭の有声音が無気音になる間違いを矯正する一般

的な方法は、できるだけ語頭の有声音を発音する時に

息を抑えることを意識させることである。さらに、鼻

音のあとに有声音が出やすいという現象を利用して、

語頭の有声音の前に軽く「ん」をいれて発音させたり、

鼻音に続く語中の有声音から語頭の有声音を導いたり

するなどの方法がある。例えば、「へんずつう」→「ず

つう」などのように練習させる方法である。

また、中国語話者は語中の無声音を有声化しがちで

ある。例えば、「とちじ（都知事)」が「とぢじ」にな

りやすい。特に有声音に挟まれていると間違うことが

多い。例えば、「おとうさん」が「おどうさん」になっ
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てしまう。このような語中の無声音の有声化を矯正す

るには、声帯振動を抑えることがポイントになる。促

音「っ」の後は無声音が出やすいという現象を利用し

て、語中の無声音の前に軽く「っ」をいれて練習させ

るという方法がある。ただ、「とちじ」が「とつちじ」

のまま定着しないように気をつけさせなければならな

い。もう一つの方法は、語頭の無声音が有声化しない

ことを利用して、「ちじ」で「ち」の音を練習させ、そ

の上で「とちじ」と発音させるといい。

油音、清音的友音，同首的独音中特別是“ざ行”的

“じ”和“ず”，同中的清音中特別是“た行”的“ち，，和

‘‘つ”容易友惜。

同首的油音容易被友成不送気音。釧正迭一措俣的一般

方法是,要使学生憧得在友同首的油音吋尽可能椌制呼気・

通可以利用在鼻音之后絞容易笈出油音的特点，在同首的油

音之前軽軽地加上一介‘‘ん”，或者首先錬可同中井出現在

鼻音后的油音,然后再来友同首的油音。比如，用圦“へん

ずつう”到“ずつう”的順序来錬刃。

此外，沢語活者容易把同中的清音友成油音,如把“と

ちじ(都知事)”友成“とぢじ”等。特別是央在両十油音中

同的清音更易被友成油音,如“おとうさん”被友成“おど

うさん，'等等。釧正迭祥的惜俣,首先控制声帯的振劫是最

根本的。可以利用促音“っ，，后不易友成独音的特点，在同

中的清音之前軽軽地加上一介“っ”来錬刃。只是，需要注

意的是,不要辻“とちじ，，真的変成‘‘とつちじ”・通有一令

方法，利用同首的清音不易友成油音的特点，先用“ちじ”

来錬刃“ち",然后再来友“とちじ”。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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コラム4朝鮮語話者の子音②

◆語頭の子音と語中の子音◆

朝鮮語では､基本的に語頭の子音が有声化す

ることはない。激音と濃音は語のどの位置に

あっても有声音になることはないし､平音も語

頭にある時は無声音で発音する。したがって、

朝鮮語話者は有声音で始まる語を発音するのが

得意でない。例えば、「現代」「電柱」「同士」

｢バイリンガル」「瓶」「銀メダル」「大統領」な

どの語頭の有声音を「ケンダイ」「テンヂュー」

「トーシ」「パイリンガル」「ピン」「キンメダ

ル」「タイドーリョー」のように無声化させて

しまう傾向がある。ただし、母音が語頭に来る

場合にはそれに続く有声音は問題なく発音でき

る。以上のことから、語頭の有声音の練習に

は､母音で始まる語からやってみるのも効果的

である。

平音は語中(特に有声音に挟まれる環境にあ

る時）では、語頭の場合と逆に有声音で発音す

る。したがって朝鮮語話者は語中の無声音を含

む語を発音するのが得意でない。例えば、「解

体」「おとうさん」「宇宙」「公開」などの語中

の無声音を「カイダイ」「オドーサン」「ウ

ヂュー」「コーガイ」のように有声化させてし

まいやすい傾向がある。

◆同首的補音与同中的補音◆

在朝鮮珸中,基本上同首的輔音不油化｡激

音和液音不陀赴在什公位置也不会変カリ虫音,平

音在同首也没清音。因此,朝鮮悟活者不大檀任

麦同首的油音。例如"現代"、“電柱"、“同士"、

“バイリンガル”、“瓶"、“銀メダル”、“大統

領”等在同首出現油音的,往往会把Eｲil麦成清

音,如：“ケンダイ”、“テンヂュー"、‘‘トー

シ，'、“パイリンガル"、“ピン”、“キンメダ

ル"、“タイドーリョー”等。但是，当前面通

有元音吋接在其后面的油音一般都能友得恨好。

由此看来,錬刃同首的油音吋,圦同首有元音的

同升始錬，也杵可以收到絞好的效果。

平音在河中出現肘（特別是出現在丙↑油音

之何吋），和官在同首吋相反,一般笈成油音。

因此朝鮮塔活者往往麦不好河中含有清音的同。

例如“解体"、“おとうさん，，、“宇宙"、“公

開”等同中的清音,常常被没成独音,如：“カ

イダイ”、“オドーサン”、“ウヂュー”、“コー

ガイ”等。
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「ざ行」の「じ」と「だ行」の「ぢ」は、語頭に来た

時は破擦音[d3]と発音する。しかし、語中にある時

には摩擦音の[3］になる。例えば、「じやあ、また」の

｢じ」は[d3]であり、「それじやあ」の「じ」は[3]と

なる。また、中国語の摩擦音は日本語のそれと比べて

強く長く発音するので、日本語の「じ」を発音する時は

できるだけ短く発音するようにさせなければならない。

「す」「ず（づ)」「つ」は、中国語のsi[sl]、zi[tsl]、

ci[tshl]になりやすいので、母音が「う」であること

を意識させて、「う」を発音する時と同じ唇の形で発音

させるといい。ただ、「す」「ず」「つ」を発音する時の

母音[m]は「う」「く」「む」の時の母音[皿］より舌

の位置が高く前よりなので、発音する時、「う」「く」

｢む」の舌の位置と違うことをわからせる必要がある。

1.rさ行」『ざ行」『た行」

『だ行」

“ざ行”中的“じ”和“だ行”中的“ぢ",赴在河首的

位置吋力塞擦音[d3],但是官位干同中吋,変力摩擦音[3]｡

例如，“じやあ、また”中的‘‘じ''"{d3],而‘‘それじや

あ”中的“じ，，則力[3]・男外,双悟的摩擦音和日培相比較

強、較任，因此在麦日珸的“じ”音吋,要辻学生尽量把補

音部分笈得短些。

“す”“ず(づ)”“つ”容易被友成沢悟的6･si[sl]"

.'zi[tsl]""ci[tshil'',要辻学生意枳到元音是“う",用和

友“う”吋相同的唇形来友音。但是，‘‘す”“ず”“つ”中

的元音[m]比麦‘‘う”“く”“む”吋元音[皿］的舌位梢

高一些井且皐前,匝咳辻学生明白迭一点。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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コラム5 朝鮮語話者の子音③

◆「つ」の音◆

朝鮮語には、「つ」の音がないので、この音

の発音を苦手とする｡朝鮮語話者は自言語の中

で比較的似た音である「ちゆ」「す」で置き換

えて発音してしまうことが多い｡これについて

は、(1)「つ」と「ちゅ」と「す」それぞれの

音節そのものだけを、何度も何度も繰り返し

て、聞かせては発音させ、発音させては聞かせ

る。（2）やがて徐々に「つ」の発音ができるよ

うになる。そうすればしめたものである。翌日

にはまたできなくなっているかもしれないが、

早く戻れるはずだ。（3）に「つ」を含む語、語

から文節､文節から文へと単位を大きくしてい

き、どんな場合にも対応できるようにトレーニ

ングしていくのである。

◆「ざ・ず・ぜ・ぞ」の音◆

朝鮮語には、「ざ・ず・ぜ・ぞ」の音がない

ので、この音の発音を苦手とする。朝鮮語話者

は自言語の中で比較的似た音である､それぞれ

｢じゃ」「じゅ」「じえ」「じよ」で置き換えて発

音してしまうことが多い｡指導としては、上記

｢つ」の音のところで述べたのと同じ方法でや

ると効果的である。

◆“っ”音◆

因方朝鮮珸中没有“つ”音，迭令音也比

較唯麦。朝鮮珸活者多用母珸中与此近似的

“ちゅ”、“す”来代替。美干迭↑何題，可以

用下面的か法解決:(1)先辻学生反夏明只有

"つ"､"ちゅ”､“す"音帯的麦音,明了模仇

模佑了再明。（2）迭祥,慢慢地学生就可以笈出

“つ”音来。迭当然是再好不泣的。学生可能

第二天又不会麦了，但庖咳恨快就学会的。（3）

圦単音向含有“つ”的単河､文苓､句子逐漸甘

大,yl1鯨学生不沿在什公珸音坏境中都能正砺地

没音。

◆“ざ・ず・ぜ・ぞ”音◆

因方朝鮮珸中没有“ざ・ず・ぜ・ぞ”音，

迭些音絞堆笈好。朝鮮語活者多用母培中近似

的“じゃ”、“じゅ”、“じぇ”、“じよ”来代

替。在指辱吋，可以参照上面“つ”的諒刃方

法逃行ｶ1l嫁。
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「は行」は、「は、へ、ほ」の[h]、「ひ」の[9]、「ふ」

の[①]のように三つの異なる音のグループに分かれて

いるので、ひとつひとつ発音の練習をさせる必要があ

る。[h]はあまり問題はないが、学習者の発音が日本

語としては気息が強すぎると感じられることもあるの

で注意されたい。

「ひ」は調音点が前にずれて「し」に近い発音になる

学習者がいるので、その時は、舌の正しい位置を確認

させる。「い」を発音する時の舌の位置を確認させて、

そのまま「ひ」を発音させるとよい。「ふ」は｛①]、つ

まり両唇摩擦音であるが､中国人学習者は唇歯音の、

で代用することがあるので、注意されたい。

次に「ぱ、び、ぶ、ベ、ぼ」であるが、文字の上か

らは「は､ ひ、ふ、へ、ほ」に濁点を付しているので、

清濁が対立しているように見える。しかし音声学的に

は、「ぱ行」に対立するのは「ぱ行」である。記号では

この対立は/b//p/となる。「ぱ行」の子音[b]は破裂音

であるが､唇を緊張させて強く破裂させる音ではなく、

弱い破裂を伴う音、つまり、唇を開く瞬間に力をいれ

すぎないように発音する。

「ぱ、ぴ、ぷ、ぺ、ぽ」は中国人にとってあまり問題

のない音であるが、ただ日本人の場合より気息が強く

なる傾向があるので、コントロールすることが必要で

ある。

2．『は行」「ば行」『ば行』

I

“は行”的補音有“は、へ、ほ”的[h]、“ひ”的[?]

和“ふ”的｛①］三稗不同友音，因此要分升錬刃。[h]一般

何題不大,但学生的没音有可能作方日珸晁得呼気辻還送

シリーズ③発音指導の手引き
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一点需要注意。

“ひ”的皮音有的人容易麦得舌位泣干挙前，因而明来

接近“し”的皮音。遠吋要指早学生桟到正砺的舌位：先砺

叺没“い”吋的位畳,在此位置没“ひ”音就可以了。“ふ”

的輔音是{①]，即双唇摩擦音。中国学生有吋用唇歯音[O来

代替，因此需要注意釧正。

“ぱ、び、ぶ、べ、ぽ”在文字上是在“は、ひ、ふ、

へ、ほ”上面加了油音点，因而会引起惜党,似乎官佃是一

姐清、油対立体。突除上,在珸音学上,与“ぱ行”対立的

是“ぱ行，，音。用国除音祢来表示,迭姐対立方/b"p/｡"If

行”補音{b]是塞音,但不是珊紫噴唇的遥爆破,而是爆破

較弱,就是悦,在噴唇打升吋不要辻干用力。

“ぱ、ぴ、ぷ、ペ、ぽ”対中国人来悦何題不大,但容

易没音吋呼気辻強需要控制気息的使用。

3．「ま行」 「ま行」も特に問題はないが､学習者によっては両唇

の緊張度を日本語の「ま行」の時より強くして発音し

てしまうので､不自然な発音に感じられることがある。

｢ぱ」を発音する時と同じ要領で、唇を弛緩させたま

ま、軽く発音させる。

“ま行”一般何題不大,但有的人麦音吋双唇紫雅度比

日培“ま”高,明来会使人覚得不自然。要用和笈“ぱ”肘

相同的要領,先把嚇唇放松,経一点麦音。
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4．「ら行」 「ら行」の音Ir]の発音は、［r]やIllで代用したり、

不正確に真似たりすることが多いので、はじめから[r]

の正確な発音ができるように指導されたい。

まず、舌の先を「た行」の子音[t]や「だ行」の子

音[d]を発音する時の位置に付ける。「た」や「だ」の

場合はその舌を勢いよく下に離すが、「ら」の場合には

舌先が歯茎を軽く1度はじく。そして、はじく間隔を

しだいに短くして、「らっらっらっらっ」という具合に

声を出させる｡中国語母語話者の場合､「ら｣が｢らあ－」

というように延びた音になりがちなので、なるべく短

い間隔で発音させる。こうした練習で「ら」の音を出

させることはそう難しくないが、定着するには時間が

かかるので、持続的に練習させる必要がある。

学習者によっては、方言の影響で「ら」を「な」「だ」

と発音する場合がある。これは南方出身者に多い。例

えば、「わからない」を「わかなない」と発音する。こ

れは、「ら」を発音する時、息が鼻腔に抜けてしまうの

が原因である。「ら」が「な」になってしまう時には、

鼻をつまんで息が鼻から抜けないようにしながら言わ

せると効果的である。鼻をつままなくても「ら」が発

音できるようになれば、この訓練は終わりである。

逆に「だ」を「ら」に近い音で発音する場合がある。

例えば、「いただきます」を「いたらきます」のように

発音する場合である。これは「だ」を発音する時、舌

先が歯茎にとどまる時間が短く、力のいれ具合が足り

ないことが原因である。「だ」と発音する時はできるだ

け勢いよく舌を歯茎から下に引き下げなければならな

い。また、「ら」は舌を反らして歯茎に当てるようにす

シリーズ○ 発音指導の手引き
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ることを意識させるといいだろう。次の順序で練習を

行うと効果がある。

ただ、ただ、ただ だた、だた、だた

だら、だら、だら らだ、らだ、らだ

なら、なら、なら らな、らな、らな

“ら行”的麦音[r],常常会被用[r]或ll]来代替,或

模佑得不正碗，因此最好在一汗始就把官茂好。

首先,把舌尖放在没“た行”的補音[t]或“だ行”輔

音[d]的位置。在麦“た”或“だ”吋舌尖是有力地打升，

而麦“ら”吋則像是用舌尖軽軽地向歯銀后部弾缶一次。錬

刃肘，把毎次弾宙的同隔逐漸鏥短，没出“らっらっらっ

らっ”・中国学生往往把“ら”没成絞力施沓的“らあ－",因

此要辻他佃用絞短的同隔没音。用迭祥的方法,友出“ら”音

井不恨唯,但要保持住正砺的笈音則需要較任的吋同，因此

錬弓要打持久蹴。

“ら”音迩会因学生的南方方言口音影哨而友成“な"、

“だ”音,比如把“わからない，，悦成“わかなない"・究其

原因,是在笈“ら”音吋打升了鼻腔通道。如“ら”笈成了

“な",可以辻学生堵上鼻子没音,不吐気息圦鼻腔流出来。

当不堵鼻子吋也能没出“ら”音了，迭介りll錬也就可以詰束

了。

与此相反,有吋会有人把“だ”麦成接近“ら”的音，例

如把“いただきます”悦成“いたらきます"・迭是在没

“だ”音吋舌尖在歯齪部位停留的吋l司泣短和鋏乏力度造成

的。麦“だ”音吋,必須尽可能使舌尖有力地寓升世銀。通

有，“ら”是舌尖上翅磁触歯齪的,意枳到達一点也恨重要。

用下面的方法錬弓会有恨好的效果。
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-.‘鄙鍼..Iイー‘剥

鍵蝉‘
．寺､､』．,，．‘､ｲ

だた、だた、だた

らだ、らだ、らだ

らな、らな、らな

ただ、ただ、ただ㈱' a_

･‘、,課，『』.｡』 』?f,'殉d,

::〆;｡＃ ‘"' fj｡ :」だら､･だら､-だら4

J

なら、なら、なら

火

シリーズ③ 発音指導の手引き
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特殊拍の指導第4課
気 ’

長音、促音、溌音を特殊拍という。これらの発音で

基本的に問題になるのは､何といっても拍感覚である。

きちんと1拍の長さをとって発音できるように指導す

るということに尽きる。長音では前の母音を1拍分延

ばすことができるように、促音では後ろの子音の調音

状態を1拍分持続することができるように指導する。

口の形を構えただけで音を出さず1拍待って発音する

促音は特に難しいのだが､促音の中でも、「さ行」子音

の前の促音は、1拍分待つというより1拍分早めに「さ

行」子音を発音しているので、この環境の促音から練

習すると感覚的につかみやすいこともある。特殊拍の

発音は単語レベルよりもむしろ文のレベルで問題が生

じやすいので、文の中での練習を中心にしたい。

‘‘任音"、“促音"、“抜音”叫倣“特殊音拍"・特殊音

拍的友音何題一般容易出在枯奏感上,因此最重要的就是要

使学生把毎一十音拍的任度友鯵。友任音吋,要把前面的元

音拉任一拍；麦促音肘,要把后面的補音状志保持一拍。在

促音中,只有麦音幼作而不麦声的促音較唯友但是，"さ行"

輔音前的促音由干不是等待一拍的任度而是把補音提前一

十音拍麦出来，因此在迭祥的坏境中諒刃促音,有吋比較容

易体会音拍的苓奏感。特殊音拍的麦音在句子晨面上比在単

同居面上更容易出向題因此要以句子中的錬弓方主。
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長音の教え方のポイントは、まず拍感覚が養成され

ているかどうかということにある。そういうことを抜

きにして、ただ長音と短音の相対的長さを示しても、

あまり意味がない。実際に教える場合には、普通の拍

の長さを確認してから始めるといい。これは、ほかの

特殊拍、つまり促音、嬢音の場合と同じである。

例えば、「おじさん」と「おじいさん」を対比させ

て、「おじいさん」における長音「じい」を練習させる

時は、まず「おじさん」の「じさ」を短く言う練習を

させる。その上で「おじ・さん」をそれぞれ2拍1単

位で言わせてから、それを一息に速く言わせる。それ

で普通に話す日本語の速さになるはずである。その上

で「おじいさん」の「じい」を2拍分の長さでゆっく

り言わせる。そうすると短音群の中で長音が安定して

くる。単に音を長く延ばすのではなく、普通の‘｢拍」

を速く言わせることで、長音の2拍の長さが感覚的に

つかみやすくなる。

1．長音

任音教学的美鍵首先在干学生是不是掌握了音拍的請奏

感。萬升了迭ｲ､重点,只是把任音和短音的相対侯度展示蛤

学生也意又不大。在宴豚教学吋,可以先砺玖普通音拍的任

度后再升始錬剖任音。迭一点在垪授其他特殊音拍如促音、

援音吋也一祥。

例如,辻学生把“おじさん”和“おじいさん”加以対

比,在錬刃“おじいさん”中的任音“じい”之前，先来錬

弓把“おじさん”中的“じさ”笈短,在此基拙上,把“お

じ・さん”以南音拍カー$､単位来没音，友得熟錬了，再嫁

刃把官伯一口気税出来。迭祥,皮咳就可以迭到日珸的正常

シリーズ③ 発音指導の手引き
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悟速了。然后,辻学生把“おじいさん”中的“じい”用丙

/卜音拍的任度慢一点ﾉL麦音,迭祥,在短音群中的任音就能

友得比較稔定了。不是一味地把任音拉任,而是通泣把普通

音拍没短的力､法去体会任音相当干南介普通音拍的苓奏感。竃

2.促音 促音の場合も要領は同じである。例えば、「持って来

てください」という文で促音を教える場合、まず「て

来てください」を速く言わせ、その上でゆったりと

｢持って」を言わせると、文の中に促音「っ」がうまく

おさまる。．

錬弓促音吋的要領与任音相同。例如,在洪授“持って

来てください”､一句中的促音吋，先辻学生快速地友“て来

てください",然后再慢一点ﾉL麦“持って",迭祥,句子中的

促音“っ”就可以掌握了。

3.擬音 ‘ 嬢音「ん」の指導では、「拍」の問題と「異音」の問

題がある。．

「拍」の問題を解決する要領は、長音、促音の場合と

同様である。例えば、「三十三間堂にお参りした」とい

う文ならば「お参りした」を速く言わせ、その上で溌

音の「三」「間｣、長音の「十」「堂」のそれぞれの音を

2拍分の長さでゆったり発音させるといい。

溌音の［異音」は五つある。(1)「ぱ、ぱ、ま」行の

前、（2）「さ、ざ、た、だ、な、ら」行の前、（3）「か、

！ が」行の前、（4）語末や文末、（5）「あ、や、わ」行の
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前では、「ん」はそれぞれ[-m-][-n-][-0-][-N-1[-]

と発音する。(1)から(3)の音は中国語にもあるので

問題ない。また（4）の音は(1)から(3) のどれで代

用しても日本人には同じように聞こえるので、実質的

に問題は生じない。問題は（5）の音である。

「あ、や、わ」行の前の「ん」は、口の中に閉鎖を伴

わない「非閉鎖音」で発音される。この現象は中国語

にもあるので、例えば「天安n[tjhEanmen]」などの例

を説明するとわかりやすい。しかし、（5）の「非閉鎖

音」を特に（2）の「閉鎖音」で代用してしまうと、[n]

の音と後ろの母音･半母音が結合して違う音（な行音）

に変化し、意味が変わったり、意味不明になったりす

るので注意が必要である。これは、溌音とあとの母音

をはっきり区切っていないということであり、拍感覚

をつかんでいないという証拠である。具体例を挙げな

がら指導したほうがいい。例えば、「ほんあん」「まん

いん」「たんい」「きんえん」「にほんえん」「あんうん」

「さんぜんまんえん」「へんおん」などである。

溌音の問題に関しては、上述の溌音自体の調音上の

問題よりも、むしろ溌音と結びつく前の母音の問題の

ほうが大きい。母音のところでもふれたように、中国

語の音節「en」「eng」「uen」「ueng」の干渉で、特に溌

音「ん」の前の母音「え」と「お」があいまい母音の

[elや[ue]になりやすいのである。これも拍感覚をつ

かんでいないことが原因である。「えん」「けん」「せ

ん」「くん」「く．ん」「ふん」などのような音声環境を

作って練習し、母語の干渉を断ち切る必要がある。第

1課の「母音と半母音の指導法」を参照されたい。

シリーズ●発音指導の手引き
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在援音“ん”的教学中，有“音拍”和“変体”南方面

的何題需要注意。

解決“音拍”何題的要領与任音、促音吋相同。比如

“三十三間堂にお参りした",可以先辻学生快念“お参りし

た",然后再慢一点L用雨音拍錬弓援音的"三"､"間"

及任音的“十，，、“堂”等。

披音的“変体”有s令：（1）“ぱ、ぱ、ま”行前方

[-m-]､2)"さ、ざ、た、だ、な、ら”行前方[-n-],(3)"か、

が"行前方[-ﾛｰ],(4)同尾及句尾方[-N-],(5)..あ、や、わ”

行前方[~]｡(1)～(3)由子沢培中也有,所以何題不大,第

(4)神不姶用(1)～(3)的耶一稗替代,在日本人明来都是一

祥的，因此不会麦生実展性的何題。絞唯的是第（5）稗。

“あ、や、わ”行前的“ん”麦口腔不美悶的“非塞音"・

迭稗現象在沢培里也存在,例如,用“天安｢][tjhEanmen]''

等例子来悦明，則会易干被学生理解。但是,需要注意的是，

第（5）稗“非塞音，，如果用第（2）神‘塞音”代替,則[n]

音之后的元音､半元音会詰合成別的音(即“な行"音),那会

造成意思的改変,或者干脆莫名其妙了。迭祥的麦音悦明没

有把援音和后面的元音完全分寓，是尚未掌握日珸音拍感覚

的表現。可以挙一些具体的例子来諒弓，例如“ほんあん”

“まんいん”“たんい”“きんえん”“にほんえん”“あんう

ん”“さんぜんまんえん，，“へんおん”等。

美子按音的何題，比起上述援音自身的麦音来，何題更

多地出現在援音前面、与援音結合在一起的那令元音。在

垪到元音的吋候我ｲﾛ曹指出,由干沢珸音令G@en''GGeng''

G@uen''Guueng''等的干枕,援音“ん”前面的元音‘‘え”

和“お”容易被没成模糊元音{e]或[ue]・左生此美措俣也
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是由干尚未掌握日珸音拍感覚的塚故。可以安排在蘂えん”

."けん'P,"せん，,“くん”“ぐん”‘‘ふん”等塔音坏境下錬可，

以避免母悟的干挑（参看第1裸“元音、半元音鯉的指早方

法)。

鼻
ｑ
・
竃
▽

４
．
１
．

１

手

コラム6朝鮮語話者の「拍感覚」の問題
朝鮮珸中有"銘声",像"輔音十元音十輔音”

的姑拘,如果拘成一十音俎,就会没成一十音枯。

所以，像“かく（各･書く等)”迭祥的同,往往

被没成一十音苓[kak]・此吋,可以引入音拍的

概念来募刃。

男外,朝鮮珸也会因力元音的任短而造成伺

又的変化,如..=[kul](牡蛎)/=[ku:1](洞

穴)"、"\[nm](眼晴)/rinu:n](雪)"、

"WJ[pam](夜晩)/'t}[pa:m](栗子)"等，

但在名写上井元分別。迭秤情況也会影哨到日

珸的皮音｡逐有,任音只在同首第’十音苓出現。

近来，45歩以下的年軽人往往把本来皮咳没任

音的首音枯也没成短音,就是税,似乎在朝鮮珸

中任短音的区別正在消亡。因此,在日珸任音的

指等上,需要多花上一些功夫。

朝鮮語には「終声」があり、「子音十母音十

子音」という構図であっても、一つの塊、一つ

のブロックであるなら1音節で発音してしま

う。したがって、例えば「かく（各・書くな

ど)｣をl音節で[kak]というふうに発音して

しまう。こういう場合には、拍の観念を取り入

れて練習させるのがいいだろう。

また、朝鮮語でも母音の長短によって、「舌

[kul}(牡蛎)」と「舌.[ku:1](洞穴)」、「芒[nun]

(目)」と「缶[nu:n](雪)｣、「轡[pam](夜)」

と「啓[pa:m](栗)」のように語義が変わる。

ただし、表記上の区別はない。したがって、そ

のことが日本語の発音にも影響してくる。ま

た、長音は語のはじめ、第1音節にしか現れな

い。さらに、現在45歳以下の若年層には、本

来､長音として発音すべき第1音節でさえも短

音化して発音してしまう、つまり、長短の区別

をしなくなる傾向が強いようである。したがっ

て、日本語の長音については、特に指導に力を

注くゃことが大切である。

シリーズ③ 発音指導の手引き



|篤2章発奮指導法 ’
54

母音の無声化の指導第5課

1．母音の無声化とは 日本語の拍は、特殊拍を除いて、ゆっくり発音する

時、それぞれの拍には母音が続くが、速いスピードで

話していると、その母音が聞こえない場合がある。こ

れは関西地方で話される日本語ではあまり見られない

が、東京語ではよく見られる現象である。‘…

例えば「きしや（汽車)」の「き」を発音する時、

｢き」の母音[i]ははっきり聞こえない。[klを[i]の

位置、つまり舌を前よりの位置にして発音した[ki]が

そのまま[-Jalにつながっているように聞こえる。舌

の位置は[ilのままであるが、声帯が振動していない

ので、そう聞こえるわけである。このように声帯の振

動をほとんど伴わない母音が発音される現象を「母音

の無声化」と呼んでいる。無声化された母音には、そ

の下に［｡］という記号を付けて表す場合がある。例え

If[k!Ja](汽車）のように表す。

この母音の無声化は、か行、さ行、た行、は行、ぱ

行などの無声子音/k"s//t//h//P/の間に狭母音の[i]や[皿］

が来た時によく起こる現象である。そのほか、東京語

では「～ます」「～です」のように「す」が文の終わり

に来た時にもこの現象が起こる。東京で育った人が関

西地方に行った時、この「す」の母音がはっきり発音

されるのに違和感を覚えることがある。 ‘

日濡的音拍，除特殊音拍以外,在慢速麦音吋毎一十音

拍里都含有元音。但在塔速絞快吋,有吋其中的元音会ﾘf不

見了。迭稗情形在日珸的共西方言中不根多見,但在奈京方
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言中出現的頻率是恨高的。

例如,在没“きしや2(汽車)”的“き”肘，“き”的元

音【i]明不大清楚,[kl､在[il的位置,即舌位皐前没的[kil

明起来宜接和后面的[-Jal達在一起。舌共的位置邑然価在

[i]那里,但声帯不振劫,所以明起来就成了前面垪的那稗效

果了。像迭祥,在没元音吋声帯基本上不振劫的現象就称方

“元音元声化"・元声化的元音,有吋用在元音下面加祢［｡］

号来表示,例如[k!Ja]､等。

迭稗元音元声化的現象多見干央在か行、さ行、た行、

は行、ぱ行等清輔音/k//s//t//h//p/之同的高元音[i][皿]・此

外,在京京活里“～ます，，、“～です”的“す”在句子最

末尾吋也友生同祥的現象。悦家京方言的人到了美西地区，

他ｲﾛ会覚得那稗把句尾“す”的元音没出来的悦法斫起来恨

別祖。

』

母音の無声化は、中国語に同じ現象がほとんどない

ので、学習者にとっては非常に難しい音声現象となっ

ている。これについては中国語では数少ない例である

が、「客気｣.の「気」や「豆腐」の「腐」を示して意識

させるといい。四声という母音（有声）の上げ下げ、

つまり声調で意味を区別している中国語話者には母音

の消える現象を理解させ、会得させるのはかなり難し

いことである｡:本来は長期的な練習が必要な項目であ

る。このため、性急に効果を期待して指導を急く．と、

学習の意欲を失わせてしまうこともあるので注意が必

要である。母音を無声化しない地方出身の日本人も、

訓練を受けていなければ無声化の母音を的確に聞き

2.性急に指導しないこと

シリーズ③ 発音指導の手引き
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取ったり、意識的に無声化させて発音したりすること

は容易ではないので、あまり性急に効果を上げようと

せず時間をかけて練習させることが大切である。

元音元声化的現象在沢珸中几乎没有，因此対学弓者来

悦是相当唯的。対此,可以挙沢珸中較力稀有的“客気”的

“気"、“豆腐”的“腐”等例子,以便干学生理解。辻聿四

声那祥的以元音音高的升降（即声凋）来区別意又的沢濡活

者来理解井掌握元音的元声化,砺笑是恨不容易的。迭本来

是一頃需要任期錬刃的項目。要注意,如果急干求成,反而

会令学生喪失学弓枳扱性。即使対干来自没有元音元声化地

区的日本人来悦,如果不加洲鯨,他佃也不能自如地所出和

麦出元声化元音，因此指早吋不能急着想弓上就得到好的效

果,而是需要花上一些吋同,慢慢錬弓。

3.練習は聞き取りから 無声化した母音を練習させる時、最初に基本的な無

声化の環境を説明することが必要であると思うが、

ルールの理解よりも、自然な音声環境の中で無声化し

た音をたくさん聞いて覚えていくほうが大切である。

この母音の無声化の問題は日本語らしさに深く関わっ

ており、それができなければ、時に聞き取りに支障を

きたす恐れもあるので、どうしても避けて通れない道

である。しっかり練習するよう指導してほしい。練習

の手順としては､まず聞き分けの練習やデイクテーショ

ンで無声化した母音が聞き取れるかどうかを確認し、

その上で発音練習を行う。
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， 在辻学生錬刃元声化元音的吋候,圦最升始就来解粋元

声化出現的悟音坏境当然是必要的,但多明井氾住在自然語

音坏境中出現的元声化麦音，比理解規則更重要。元音元声

化的何題和休所垪的日浩明起来是否地道大有共系，不解決

迭ｲ､何題,有吋逐会影哨到明力，因此是元法回避的・一定

要辻学生好好錬弓。錬刃的噸序是：先通辻斫辨和明写来槁

清楚学生是否所得出元声化元音,然后再送行友音錬刃。

L

シリーズ③ 発音指導の手引き
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’ プロソディーの指導第6課

1．アクセント 中国語を母語とする日本語学習者にとって重要な日

本語のアクセントの問題は次の二つである。

､一つは、一般に単語末まで高く続いていく平板型と

尾高型アクセントを苦手とする問題である。中国語で

は平らな音節（第一声）が同じ高さでいくつも続くと

いうことはまれで、普通はかなり抑揚に変化のある音

調になっている。その影響からか、日本語の平板型や

尾高型の発音では拍数が多くなればなるほど長く高

く続けることができず、不自然な抑揚を付けてしまう

ことになる。特に、結合規則で平板型に変わった拍

数の長い複合語や文節などは注意する必要がある。
司

例えば、「かいがい」＋「しゅっちよう」＋「ちゅう」

＝「かいがいしゅつちょうちゆう」や、「がくせい」

＋「の」＋「こうかん」＋「を」＋「おこなう」
司 司

十「ない」＋「こと」＋ 「に」＋「する」＝

｢がくせいのこうかんをおこなわないこと‘にする｣など

の場合である。また、単語レベルでは同じパターンで

接続し、助詞の高低だけが違うという平板型と尾高型

の混同（例えば、「はな（鼻)」＋「が」＝「はなが｣、
司 司

｢はな（花)」＋「が」＝「はなが｣）もよく見られる。

現代日本語のアクセントパターンでは平板型が圧倒的

に多く、尾高型は非常に少ないということをまず学習

者に伝えておき、尾高型の語を重点的に覚えさせるの

も効果的な方法である。特に初級の段階では、平板型
一

と尾高型の単語は、「おじさんが」「おとうとが」のよ

うに助詞を付けた形のフラッシュカードを用意して単
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語レベルでたくさん練習させるといいだろう。

もう一つは、中国語母語話者の場合、日本語のアク

セントの高低の幅が非常に大きいという問題である。

これは、意味の区別のために、ある程度絶対的な高低

の幅を必要とする中国語の四声の影響と思われるが、

第1章でも述べたように、これが日本語らしさを阻害

する要因の一つとなっている。

学習者にとって、日本語の煩雑なアクセントパター

ンを覚えるのは大変な作業であるので、指導する際に

は、挫折感を与えないよう根気よく行うことが必要で

ある。

対干以沢浩方母語的日悟学刃者而言,在学刃日珸的同

重音吋有丙十重要何題需要加以解決：

一介是，笈不好音高一亘到同的末尾都恨平宣的“平板

型”和“尾高型”重音。沢語中平宜凋,(第一声)音苓達裳

出現的情況較力早見,一般情況下音高息是在不断変化6可

能是由千迭介原因，対干日悟的平板型或尾高型同，音拍数

越多，中国学生就越不容易掌握直的音高,而息是加透去一

些不自然的高低変化。特別是由干声凋規則而変成平板型的

較任夏合同以及“文枯”等情況肘,要特別注意。
司

如“かいがい”＋“しゅっちよう”＋“ちゅう”

庁

＝“かいがいしゅっちようちゅう”、“がくせい，’

＋“の”＋“こうかん”＋“を”＋“おこなう”
司 司

十“ない”＋“こと”＋“に”＋“する”＝

“がくせいのこうかんをおこなわないことにする”等坊合。

此外,像平板型和尾高型迭丙癸同,在同江晨面上重音是相

同的，只是后面接錘的助同高低不同。遠南美同也容易被

シリーズ○ 発音指導の手引き
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司

学生佃混清(如"はな(鼻)"＋"が"＝“はなが，,“はな(花)”
司

十"が”＝“はなが”等)。可以先告塀学生,現代日塔同江中

平板型占絶大多数,尾高型数量恨少,然后再重点妃に尾高

型同・迭祥倣,教学效果也不借｡特別是在初扱防段可以
一

准各一些“おじさんが"、“おとうとが”等加了助同的平板

型、尾高型同江-F片,在単同居面上遊行錬刃。

再一↑是，中国学生音高的高低幅度特別大。迭可以看

作是方了区別意又而需要某林地対音域的沢珸的音凋対日悟

的干挽現象。如第1章所悦,迭是影哨日塔悟音鈍正与否的

一介重要因素。

対学刃者而言,尼に日塔夏朶的重音癸型是恨不容易的，

因此,在倣麦音指号吋千万要注意,一定要有耐心,不要傍害

了学生的学刃枳扱性。

2.イントネーション、プ

ロミネンス、ポーズ

文全体にかかるイントネーションについては、文の

構造に関わっているということを大まかに理解しても

らえばいい。一般に次の文節との間に意味的な修飾関

係があればそのまま低くつながり、意味的な修飾関係

がなければやや高めにつながるという傾向があること

を理解させるわけだが、「すわってみてください」とい

う文では、高くつながれば本動詞「見て」になり、低

くつながれば補助動詞「みて」になるというような例

や、「若い社長の秘書」で「若い」のは「社長」か「秘

書」かといった関心の所在を具体的に示すと理解しや

すくなる。また、ここでは高さの問題だけではなく、

ポーズの問題も深く関わっていることにふれておく必

要がある。つまり、次の文節との間に修飾関係がなけ
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れぱ、やや高めにつなぐと同時に一定のポーズを置く

のが普通であることを意識させることである。

文末のイントネーションは、話し手の微妙な感情を

表す表現方法であるが、絶対的な規則はない。確認や

疑問、驚きを表す時は上昇調、納得や失望を表す時は

下降調、断定や命令は上昇も下降もしないという大体

の傾向を紹介した上で、実際例を多く挙げて練習させ

るほうがいい。

句子整体的珸凋与句子拮拘有美系。遠－点，辻学生大

致有↑了解就可以了。一般来悦,皮咳辻学生理解：如果前

后南介“文補”在意思上有修怖美系，則后面的“文枯”音

高要低下来；如果没有修姉共系，則后面的“文苓”要湊得

高些。可以挙下面的例子：“すわってみてください”句中，

如果“みて”湊得高,則力実又幼伺‘現て(看)",如“みて”

低湊,則是ﾈﾄ助劫同。逐有，“若い社長の秘書”一例中,如

能具体地表迭出“年軽”的是“社任”迩是“秘令”迭祥的

失心点，就可以較容易地被学生理解。此外,逐皮咳辻学生

明白，迭里不仮仮是音高的何題,停頓也大有美系。就是塊，

如果前后両介“文枯”在意思上没有修姉共系，后面的“文

枯”在湊得梢高些以外,一般迩会有某稗程度的停頓出現。

句子末尾的培凋是表迭悦活人微妙感情的手段,但没有

絶対的規則。大体上垪,在表示礁圦、疑何、掠奇吋渡升凋，

表示理解、失望的感情吋湊降凋，表迭断定或命令吋既不升

也不降。指早吋,在介詔了上面的一般規律以后，要通辻大

量的具体実例来諒弓。

心

少

シリーズ③ 発音指導の手引き
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発音練習の素材について素

1．良い練習問題の条件 発音練習の素材として、音声環境をよく考えた単語

や文を用いるのが一般的であるが、音声環境を重視す

るあまり無意味な言葉や日本語母語話者にとっても難

しい早口言葉を用いることも多い。意味を無視したこ

のような機械的な練習は、学習者の練習意欲をそいで

しまうことがある。

発音の練習問題は、日本語の拍感覚の習得を目指し

たリズミカルなもの、声に出して読むと情景が浮んで

くるような楽しいもの、普通の話し言葉として実際に

使えるようなものが望ましい。学習者の日本語が少し

ずつ上達するにつれて、無意味な単語よりも意味のあ

る単語､短文よりもある程度の長さをもったテクスト、

さらにはまとまりのある文章を使った練習が必要であ

る。すでに習った教科書の会話文や読解文を「日本語

らしく」意識して読むことも大切なことである。

友音鯨刃的材料多采用充分照願到珸音坏境的単同或句

子。但是，由干泣多地照頤培音坏境而采用元意又同，或采

用達日本人也恨唯的焼口令的情況也恨多見。不考慮意思的

机械錬可会影咽学生的錬弓枳扱性。

友音諒弓的刃題，以下面指出的几稗力最佳：能使学生

掌握日濡音拍感覚的、富有拾奏感的材料；朗湊吋能使人在

脳子里浮現出具体坊景的有意思的材料；珸言較力通俗,在

日常会活中可以用得上的材料｡随着学可者日塔水平的提高，

諒弓材料也逐歩杁元意又同辻渡到有意又的単同、短句、有

一定伝度的段落,乃至内容更加完整的文章。以培音的鈍正
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力目祢，朗湊教科お上已蛭学泣的会活及岡漢文，也是一介

根重要的鯨弓方法。

長い文章を朗読すると、学習者のいろいろな発音の

問題が現れてくる。中国語母語話者の場合、日本語ら

しさに関わる気息の問題と音程の問題、アクセントの

問題、母音の無声化の問題などがあるが、これらを総

合的に確認したり、指導したりするためには朗読の練

習をさせることがきわめて有効である。

中国語の朗読では、語りにメリハリをつけ、強調す

べき時には声を張り上げたりするが、日本語の朗読の

場合には、そういう語り方はしないのが普通である。

言葉の表現性に重点をおきながら､静かな音声でストー

リーの展開を語って聞かせるといういわば普通の話し

方で語り進めていくのである。中国語話者に日本語で

朗読させる練習を行う際には、ともかく必要以上にメ

リハリをつけたり、声を張り上げたりしてはならない

ことを、十分意識させることが大切である。

学習者は朗読に入る前に、まず作品の内容理解に努

め、内容の全体像が頭に入ったら、音声テープで文章

のリズムや音の流れをよく聞き取る。そして、それを

正しく復調できるようにする。テープのモデル音声と

復調する自分の音声とを比べて、その違いをチェック

する6その上でさらに読み進めていく。読む時は句読

点どおりに切ることが大切である。ある作品の句読点

は、著者がこう読んでもらいたいという指示でもある

ので､句読点の前や句読点を通り越して勝手に切ると、

2.総合練習には文章の朗

読で

シリーズ。 発音指導の手引き
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作者の意図とは異なったものとなり、またリズムも壊

れる。いろいろな文章で朗読の練習をするよりも、一

つの文章をテープのモデル音声のとおりに暗調できる

まで繰り返し練習するほうがずっと効果的である。

朗読の練習では、できれば日本語母語話者の教師の

指導やチェヅクを受けるのが理想的である。それがで

きない場合は、まず自分の朗読を録音し、テープのモ

デル音声と比較したり、クラスメート同士で朗読しあっ

て互いに発音チェ．ツクをしたりする方法がある。また、

クラスで朗読大会や暗謂大会を開くのも、生徒の発音

練習の意欲を高めるのに効果的である。日本語を声に

出して言ったり.、読んだりすることを楽しむ、それが、

いちばん大事なことである。戸

,在任文的朗渡中,学生没音中的稗稗何題都会表現出来。

双珸力母培的学刃者会有気息何題､音域何題､同重音何題、

元音元声化的何題等等,圦而影哨日悟珸音的鈍正。力了対

迭些何題逃行鯨合的友現和指早，朗渡錬刃是扱其有效的。

用沢塔朗漠吋,珸凋上会是抑揚頓挫的，或提高凋、以

表示遥凋,而日珸的朗湊則不会迭祥。呈然也着力体現悟言

的表情功能,但日塔一般采用平静的声音（即不恨激烈的珸

凋)来展汗故事情令。指早学生遊行朗湊錬可吋,一定要辻

学生吋刻意枳到:不能泣分抑揚頓挫音凋也不能泣高。

在透入朗渡錬刃之前，先努力去理解作品的内容，在内

容的整体形象逃入脳子之后,通泣最音磁帯仔畑斫文章的枯

奏感及塔凋、珸流,逃而対迭些遊行准砺的模佑。対最音上

的祢准朗漢和自己的声音透行比較，投出丙者的不同，然后

再堆裳朗湊。朗渡吋,按照杯点符号正碗停頓根重要。在一



’|発實練習の素材について
67

部作品中;椋点符号是作者希望湊者遠祥来湊而倣的栃氾,因
． ：

此,如果在祢点前或祢点后停頓,就会遥反作者的意圏,同吋

也破坏了句子的令奏。与其湊根多文章,不如対一篇文章重

点錬刃，迭到能移按照乗音中的祢准湊法背涌出来的熟錬程

度,迭祥倣效果会好得多。

朗湊鯨弓，絞力理想的是尽可能有日本老師来指尋或釧

音。倣不到遠一点肘,可以把自己的朗湊泉下来和栃准朗湊

的磁帯送行比較，或同学之伺互相指出何題，互相糾正。在

班扱中挙行朗湊或背涌比寮,也能提高学生鯨弓没音的釈扱

性。放升喋子渡日塔、悦日矯井且以此方采，是比什公都重

wT 5

=去甘

" L や

要的。

シリーズ● 発音指導の手引き
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…

基本扁

1拍の練習↑
l.あえい、

・かけき、

させし、

たてち、

なれに、

はへひ、

まめみ、

やえい、

られり、

わえい、

うえお、

くけこ、

すせそ、

お
こ
そ
と
の

あ
か
さ
た
なってと、

、
、
、
、
、
、

の
ほ
も
よ
る
を

ね
へ
め
え
れ
え

ぬ
ふ
む
ゆ
る
う

はほ

も
よ
ろ
を

ま
や
ら
わ

2．がげぎ、

ざぜじ、

だでぢ、

ばくび、

ぱぺぴ、

ぐげご、

ずぜぞ、

づでど、

ぶくぼ、

ぷぺぽ、

がご

ざぞ

だど

ぱぽ

ぱぽ
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3．きやけき、きゆけきよ、きやきよ

しやせし、しゆせしょ、しやしょ

ちやてち、ちゅてちよ、ちやちよ

にやれに、にゆねによ、にやによ

ひゃへひ、ひゅへひょ、ひやひよ

みやめみ、みゆめみよ、みやみよ

りやれり、りゆれりょ、りやりょ

ぎゃげぎ、ぎゅげぎょ、ぎゃぎょ

じやぜじ、じゆぜじよ、じやじよ

ぢゃでぢ、ぢゅでぢょ、ぢやぢょ

びゃべび、びゅべぴょ、びゃびょ

ぴゃぺぴ、ぴゅぺぴょ、ぴゃぴょ

一

1拍の練習’
4．あ、い、う、え、お

あい、うえ、お

あえい、うえお、あお
あお いえ

ああ、青い、いい家、あいうえお

5．か、き、く、け、こ

かき、くけ、こ

かけき、くけこ、かこ
か か き か

書け書け、聞け書け、かきくけこ

シリーズ。 発音指導の手引き
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6.が、ぎ、く縁、げ、ご

がぎ、ぐげ、ご

がげぎ、ぐげご、がご
かぎ がく か ぐ かご

鍵、額、家具、篭、がぎぐげご

『

7．さ、し、す、せ、そ

さし、すせ、そ

させし、すせそ、さそ
し し さ し し し

獅子刺し、獅子死す、さしすせそ

ー

8．ざ、じ、ず、ぜ、ぞ

ざじ、ずぜ、ぞ

ざぜじ、ずぜぞ、ざぞ
せ ぜ

瀬々は、ざあざあ、ざじずぜぞ

ａ←

9・た、ち、つ、て、と

たち、って、と

たてち、ってと、たと
た ち たて た

太刀と盾立つ、たちってと

10.だ、ぢ、づ、で、ど

だぢ、づで、ど

だでぢ、づでど、だど
え猫 う

どこで枝打つ、だぢづでど
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11.な、に、い、ね、の

なに、ぬれ、の

なれに、ぬれの、なの

あのね、なあに、なにぬれの

12.は、ひ、ふ、へ、ほ

はひ、ふへ、ほ

はへひ、ふへほ、はほ

「はははは、ほほほ｣、はひふへほ

13．ば、び、ぶ、ベ、ぼ

ぱぴ、ぶべ、ぼ

ばくび、ぶくぼ、ぱぼ
はぱ と と と

幅跳び、跳べ跳べ、ぱびぶくぼ

14．ぱ、ぴ、ぷ、ぺ、ぽ

ぱぴ、ぷぺ、ぽ

ぱぺぴ、ぷぺぽ、ぱぽ

パイプ、ぷかぷか、ぱぴぷぺぽ

15.ま、み、む、め、も

まみ、むめ、も

まめみ、むめも、まも
かた も

ママの肩操み、まみむめも

シリーズ③ 発音指導の手引き
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16.や、い、ゆ、え、よ

やい、ゆえ、よ ・

やえい、ゆえよ、やよ
やま ゆう や

山は夕焼け、やいゆえよ

17.ら、り、る、れ、ろ

らり、るれ、ろ

られり、るれろ、らろ

レロレロ、らりる、らりるれろ

18.わ、い、う、え、を

わい、うえ、を

わえい、うえを、わを
いわ いわ

祝おう、お祝い、わいうえを
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|基本篇

1拍の練習，
きゅ、きょ

きゅ、きょ、きゅ、きゃ、きょ、きゅ

きゃあきやあ、きやきやきゆきゆきょ

19.きや、

きゃ、
きゃ〈

客が、

20．ぎや、ぎゆ、ぎよ

ぎや、ぎゅ、ぎょ、ぎゅ、ぎゃ、ぎょ、ぎゅ

ギャグで、ぎゃあぎゃあ、ぎゃぎゃぎゅぎゅぎょ

21．しや、しゆ、しよ

しや、しゅ、しよ、しゅ、 しや、しよ、しゅ

シャッター、かしやかしや、しやしゃしゆしゆしよ

22．じや、じゆ、じよ

じや、じゆ、じよ、じゆ、じや、じよ、じゆ

倉ぐせ、く、じやくｷじや、じやじやじゆじゆじよ

23．ちや、ちゆ、ちよ

ちや、ちゅ、ちよ、ちゅ、ちや、ちよ、ちゅ

ねずみ、ちゅうちゅう、ちやちやちゅちゅちよ

24.にや、にゆ、によ

にや、にゆ、によ、にゆ、にや、によ、にゆ

うなぎ、にゅるにゅる、にゃにゃにゅにゅにょ

シリーズ③ 発音指導の手引き
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25．ひや、ひゅ、ひょ

ひや、ひゆ、ひよ、ひゆ、ひや、ひょ、ひゅ
かぜ ふ

ひゆうひゆう、風吹く、ひやひやひゅひゅひょ

26．びや、ぴゅ、びよ

びや、びゆ、びよ、ぴゅ、びゃ、びょ、ぴゅ
〈るま

車、びゆんびゆん、びゃぴゃびゅびゅびょ

27．ぴや、ぴゆ、ぴよ

びや、ぴゆ、ぴょ、ぴゅ、
こ が

ぴゆうぴゆう、木枯らし、

ぴや、ぴょ、ぴゅ

ぴゃぴゃぴゅぴゅぴょ

28．みや、みゆ、みよ

みゃ、みゆ、みよ、みゆ、みゃ、みよ、みゆ
ねこ

みやあみやあ、猫なく、みやみやみゆみゆみょ

29．りや、りゅ、りょ

りや、りゅ、りょ、りゅ、りや、りよ、りゅ

ありゃありゃ、こりゃこりゃ、りやりやりゅりゅりょ



’
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発展篇’

’’ 発展篇

I母音 半母音の練習
あお あい い あい あお

1．青は藍より出でて藍より青し。（萄子・勧学編）

おう けっこんいわ えん ひと いわ

2.王さんのうちで結婚祝いの宴があった。いろいろな人がいろいろなお祝いを
も おう ゆうじん え か うみ え

持ってやってきた。王さんは友人の絵描きのAさんから海の絵をもらった。い
え

い絵だった。

きのう ゆう や ぞら あか ゅうがた いえ で まち ある いえいえ うえ

3．昨日は、夕焼け空が明るいいい夕方だった。家を出て町を歩いた。家々の上の
そらいちめん ゆう ぱ ひ易 おおぞら も ゆう ひ あ

空一面に夕映えが広がり、あかあかと大空が燃えていた。夕日を浴びながら、
まち ある

あてもなく町を歩いた。

灘はよく鹿いて満のお馨閑に取っておく。雛は菱
いわ な あゆ や

4．いろりで岩魚と鮎を焼く。
ゆうしよくよう

のみんなの夕食用だ。

5 ママの駐はやさしいおばあちゃん。ああいうおばあちゃんはあんまり闇りには

いないなあ。

き きもの きいろ きぬ じ きんいろ いと ぬ と

6．いつも着ていく着物は黄色い絹の地に金色の糸で縫い取りがしてあって、いち
き い き もの

ばん気に入っている着物です。

あわゆき つ うら た すずめ お ば

7．淡雪の積もった裏の田んぼで、雀が落ち穂をつついている。

えいご えばん え えが え か えいこぐ につけいじん せい え とう

8．この英語の絵本の絵を描いた絵描きは英国の日系人2世エドワード・江藤とい
ひと

う人です。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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おおみやえき まえ ひろぱ おお おとこ ひと ときどきとけい ひと ま

9.大宮駅の前の広場で大きな男の人が時々時計をのぞいている。人を待っている

ようだ。

あいあいがさ え かさ えが した おとこ こ おんな こ なまえ か

10．これは相合傘の絵です。傘が描いてあり、その下に男の子と女の子の名前が書
おとこ こ いちろう おんな こ え み こ な まえ か いち

いてあります。男の子の一郎が女の子の恵美子という名前を書いたのです。一

節は恵美子が好きです｡粕答峯というのは菱しあっているｶｽが堅つの筆をさ
ある

して歩くことをいいます。

11.鯆は菱子端さんのお賂いの白です｡岑から竜ち書かなくて､象の串をうろ
ある まわ あした あい て おとこ まえ

うる歩き回っています｡明日、相手の男の前でおろおろしなければいいんだけど。

いまと・きえん か おも ゎか ひと あいだ

12.今時演歌ははやらないと思われがちだが、若い人の間でひそかにブームになつ
う あ お あ

ていて、ロックのCDの売り上げを追い上げている。

おんな こ ゆ い あ おとな

13．あどけない女の子だった結衣ちゃんは、しばらく会わないうちに大人になって
あか あい え がお か

いた。明るくて愛らしい笑顔は変わらなかった。

あさ あめ い えん きゆうよう わたし あれ おい めい つ み

14.朝から雨でゆううつでした。胃炎で休養している私を、姉が甥と姪を連れて見

舞いに乗てくれました。茨しぶりに端に会えてうれしかった｡端は｢鵜をと

らないと」と言って、おかゆを搾ってくれました。それを食べてからみんなで

ビデオを負ました。おもしろいアジア鮎でよく葵いました。端たちが象に

鳴るころには､箭もfがり、いい芙気になっていました。おかげで寵の冑のほ
ばや なお き

うも早く治るような気がしました。

L‐つれい

15.A:「もう失礼する」

B:｢いいよ､いいよ｡離するなよ･せっかく乗たんだから､ゆっくりしていけよ」
かえ

A:「いや、そうはいかない。やっぱり帰る」
LB

B:「そう言うなよ・いてくれよ」
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I勘音の練習
じ まん じゅうと.う じゅうぶん じ しん

16.自慢じゃないが、柔道には十分自信がある。
じゆんけつしよう すす い に申うしょう

は準決勝まで進んで3位に入賞したんだ。

がつ ちゅうがつこうたいこう じゅうと.うたいかい

10月の中学校対抗の柔道大会で

いも とう き

17．じやが芋はジャガタラ、つまりジャワ島のジャカルタから来たので、ジャガタ
いも よ いも

う芋と呼ばれ、それがじゃが芋になったのだそうです。カボチャはカンボジア
き な

から来たので、この名があります。

に ほん りょくちや ちや な ちゅうごく でんらい いま に ほん ご

18.日本の緑茶は茶という名とともに中国から伝来したのですが、今は日本語では
ちゆうごく ちや ちゆうごくちゃ にほん りよくちゃ ちや よ ちゅうごく

中国のお茶は中国茶、日本の緑茶はただお茶と呼ばれています。それで「中国
さん りよくちゃ いつばんてき ちゆうごくちゃ く ぺつ ち中うごく りょくちや い

産の緑茶」は、一般的な中国茶と区別して、中国の緑茶と言わなければなりま

せん。

たら に とき に ほんしゆ しょうしょう しよう が すこ だ

19.鱈を煮る時には日本酒を少々、それから生姜を少しいれるといいでしょう。出
じろ すこ に しょうゆ しようりょうお しゃく し まわ

し汁が少し煮つまってから醤油を少量落とし、杓子でゆっくりかき回します。

善をして3,4秀そのままにしておきます｡食べる箭にスダチを瀧ってその搾り
じろ たら た た あじ た

汁を鱈に垂らして食べてください。それでずっとお味がひき立ちます。どうぞ
め あ

さめないうちに召し上がれ。

きよう しやかい か じゆぎよう と しょかん い しゃ か だいとよう幕つきよう しょうじよう二つきよう

20.今日の社会科の授業では、まず図書館に行って、釈迦、大乗仏教、小乗仏教、
しやきよう こと ぱ しら きょう1．つ 『､》. I#ぅ〔Krろ

写経といった言葉について調べ、それから教室に戻って発表した。そのあと、
しよう おこな てん ひと せんせい しようひん

小テストが行われて、100点をとった人は先生から賞品をもらった。いろいろ
Lゆるい ぶつぞう の え は がき せんせぃ きよれんちゆうごく りょこう -ー

な種類の仏像が載っている絵葉書のセットで、先生が去年中国に旅行した時に
しゅ と べ きん くうこう みや げひん こうにゅう

首都北京の空港のお土産品コーナーで購入したものだそうだ。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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I『か行｣『が行』の練習
かがや ゆう ひ いまそうげん しず

21．あかあかと輝く夕日が今草原に沈もうとしている。

ゆう や ぞら な かえ

22．夕焼け空をカラスが鳴きながら帰っていく。

まと, つﾛつ かげ うご

23．窓ガラスに映ったカラスの影が動いている。

あ二ら ひか うみ なみ うご かいめん

ぎらぎらと油のように光る海。波が動くと、海面がぎ
ひ ひかり

日の光、
かカドや

24．きらきらと輝く
ひか

らりと光る。

いちに角いえ

ぐずぐず一日家にいる。
はな か ぜ <すり の なお

25．くすん、くすんと鼻の風邪。薬飲んでも治らない。

まんげっ ひかり げんかん さ こ と･ ま あか げ た ばこ くつ げ た み

26.満月の光が玄関に差し込んで土間が明るい。下駄箱の靴も下駄も見える。

が かく ばつおん に

｢雅楽」の発音はよく似ている。
か か〈

27．「価格」
か が〈

｢科学」

さか うえ ちい いL こみ

28.坂の上から小さな石ころが転がってくる。
ころ

ころころ、ころころ転がってくる。
おお いし ころ

大きな石も転がってくる。
ちい いし おお いし ころ

小さな石はころころ、大きな石はごろごろ転がってくる。
ころ

ころころ、ごろごろ転がってくる。

こ いい ’よな か

29.子犬ぐんぐん花を嗅ぐ
こ ねこ のと な

子猫ごろごろ喉鳴らす
ご ご す

のどかな午後が過ぎていく
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げつようぴ かがくは<ぶつかんけんが<

30．月曜日は、科学博物館見学。
かよう び ぎんこう よ 画ん お もb

火曜日は、銀行に預金を下ろしに行く。
すいよう ぴ がつこう がくえんさい

水曜日は、学校の学園祭。
もぐよう び ひ だ

木曜日は、ゴミの日、ゴミを出す。
きんよう び じ ごう

金曜日は、5時から合コン。
と･よう ぴ こきよう か ぞく て がみ か

土曜日は、故郷の家族へ手紙を書く。
にちよう ぴ か もの せんたく ね おんがく き

日曜日は、買い物と洗濯。あとはごろ寝して音楽を聴く。

l『さ行』『ざ行』の練習
さんすう じゅうぶんじかん せいせき にゆう

31算数は十分時間があったのにできたのはせいぜい3間で、その成績のせいで入
し しっぱい せんせい おやじ

試に失敗してしまった。それで先坐と親父にさんざんしぼられた。

ささはら かぜ ‐ケ ふ す

32.笹原の風のさざめき過ぎゆきて、吹き過ぎしさき、さざめきゆらぐ。

ほし ぽし

33．星と星、
あ ほしぞら おと

ささやき合いて星空に、かそけき音が、
わた

さざめき渡る。

しんにゆうしやいん '二ゆうLやご しゅぜん じ かいしゃ けんしゆうじょ しゆうかん がつしゆく 、

34新入社員は、入社後､修善寺にある会社の研修所で1週間､合宿しながら榊
しゅう う けんしゆうじょ Lゅぜん じ まち14ず おんせん つ がい だ み は

修を受ける。研修所は修善寺の町外れにあり、温泉付きの3階建てで見晴らし
よ い ず やまやま み わた しんに申うしやいん しょくじ じかん のぞ しゆうじつけんしゆう

が良く、伊豆の山々が見渡せる。新入社員は、食事の時間を除いて終日研修を
ゆう1－t〈ず じゅぅじかん しようとう かくじ す

受けなければならない。夕食後は自由時間で、消灯まで各自好きなことをして
す

過ごすことができる。

35校釜穫､出穫､蕊井苦野など白象にはいろいろな瞳蘋の寝がある｡善になると、
’よな み しよう 与くら した さか も むかし しゅうかん

お花見と称して桜の下で酒盛りをするのが昔からの習慣である。

シリーズ⑨ 発音指導の手引き
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とうじつはげ かぜ

当日激しい風
し あい しゆうかん れんしゅう

36．テニスの試合があるので、この1週間ずっと練習をしてきたが、
ふ しあい ちゅうL

が吹いて試合は中止になってしまった。

あせ で ぬ

37．じっとしていてもじっとり汗が出る。シャツもじとじと濡れてくる。シャワー
みず あ あら

でジャージャー水を浴び、じゃぶじゃぶじゃぶじやぶシャツを洗う。そのあと、
ひ の たの

冷えたジュースをぐっと飲むのが楽しみだ。

にほん じしん かざん ふんか おお ぼうさい しんけい つか

38．日本は地震や火山の噴火が多く、防災には神経を遣います。

りょう り さ とう しお す しよう

39.料理の「さしすせそ」はそれぞれ、砂糖の「さ｣、塩の「し｣、お酢の「す｣、醤

油の｢せ｣､味噌の｢そ｣を指します｡さまざまな調味卿を卿哩にいれる臘蕃を
あらわ しよう ゆ も｡

わかりやすく表しているのです。「醤油」は「し」ではないかと言われるかもし
じっ むかし か よ

れませんが、実は、昔は「せうゆ」と書いて「しょうゆ」と読ませていました。

さいきん そうしん だんせい じよせい ほうしよく うんどうぶそく ぜいにく ふ

40.最近は痩身ブームである。男性も女性も飽食と運動不足で賛肉が増え、それを
しゅっ ぴ お ざんねん いち じ き たぃじゅう お

取るためなら、出費をぜんぜん惜しまない。残念ながら、一時期体重を落とし
もと もとﾞ まえ いじよう たいじゆう けっ か

ても、すぐ翻元に戻るか、前以上の体重になるというさんざんな結果になり、
みじ おも ひと おお けつきよくしっそ しょくじ うんと．う じぞ〈 りそうてきそうLんほう

惨めな思いをする人が多い。結局質素な食事と運動の持続が理想的痩身法な

のである。

すず き すず み

41．鈴木さん、ずいぶん涼しくなりましたね。ススキがそろそろ見ごろですね。

こん み っっ きょう にゅうが< て つづ

42.紺のスーツに身を包み、今日は入学手続きだ。

つきづか つき て よる つばき ひか

43.月塚に月照る夜は、つやめきて、椿、つわぶき、つやつや光る。
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つきやま はな おも ゆうづき よ

44.築山の、つつじいつしか花をつけ、つぼみ重げな、夕月夜かな。

つき よ まる つき おか つき で

45．つんつん月夜の丸い月、つつじが丘に月が出た。

つる あたま つる こ あたま

46.鶴の頭はつるつる、鶴の子の頭もつるつる。

つくえ うえ さら ､りつ

47”机の上のお皿におやつのドーナツが五つのっている。

つき み

つくづく月を見る。
つき つき うっく つき

48．この月の月は美しい月、

がつついたち ひるす すずがたけ さんもよう た すず か さんみや〈 やまやま いちぽう

49.10月1日の昼過ぎ、鈴ケ岳の山頂に立つ。ここから、鈴鹿山脈の山々を一望
ちゅうしよくご お ねづた すずかとうげ で やま くだ くっかけ

することができた。昼食後、尾根伝いに鈴鹿峠に出て、山を下った。沓掛の

遡りまで来ると、月が算り、ススキにおおわれた雛は､澄んだ首の塊を溶び

て篭いていた｡8時過ぎにバスに乗り、9時を歩し過ぎたころ津市に書いた｡菫
にち こうてい つか よう す

日の行程としてはきつかったらしく、みんな疲れた様子だった。

50鮴さんと部蕊さんは獺までいっしょに鱗し､薊を韮べて慰謝していた。

薬しい自身がいつまでも蔬くものと怠っていたが､黙さんが芙津へ灘して
しまった。

【注】「さ行」「ざ行」の練習素材とは別に「す」「ず」「つ」の練習項目を設けたの

は、第2章第3課のlで説明したように、これらに共通する母音がほかの「う

段」の拍の母音と異なること、そして、発音指導する場合「つ」が最も難しく、

この音を教えるには「す」「ず」から導入したほうがやりやすいという事情によ

る。したがって、前出の「さ行」「ざ行」の練習は、厳密にいうと「す」「ず」

を除いたものである。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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I『た行｣『だ行』『ば行』『ら行』の練習
だれ なか

51.誰もいない、田んぽの中に
か か し ひと た

案山子が一つ、立っていた
ちい とり と

小さな鳥が飛んできて
か か し あたま お

案山子の頭に降りてきた

ちょっととまってチチッと鳴いて

またどこかへ飛んでいった

だれ と たた

52．ドンドン、誰かが戸を叩く
だれ なに い

誰かが何か言っている
とう かい

父さんが2階から
お

トントントンと下りてきた
お と と いとう たびgき

一昨日父さん旅先で
だ み やげ っ

出した土産が着いたのだ

だオL らいき ‘爺‘ごでん か墓 あ

53.誰かが来期は灘電の株が上がるだろう
LB か墓 も

誰かが来期は灘電の株が上がるだろうと言っていたが､藤を持っていない莪労
あ さ かんけい はなし

にとっては上がろうが下がろうが関係ない話だ。

’ な ら な ら ざか ざか だれ さか〈だ

54．なだらかな奈良の奈良坂だらだら坂、誰もがだらだら坂下る。

”重の雛で鋤ロードレースの練曹をしている坂がいるが､いったい誰なんだ
ろう。

だれ j〕よう り

56.誰でもどこでも料理はできる。

はできる。

だいこん れんこん こんぶ ごぼう

大根、蓮根、昆布に牛菩、
つか }》よう h

どれを使っても料理
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57晦きなものはくだもの､第1はライチ､蕊2はりんご､嫌いなくだものはない
ぶ と､う たれ だ めんと．う

が、葡萄は種を出すのが面倒だからだめなんだ。

58だめだよ､報をサボっては｡誰だって葱讃より藍ぶのが磨きだろうけれど、
いま だい じ とき

今がいちばん大事な時なんだから。

むかし にほん こども なまえ たあう じみう さぶ易う し 易う ごろう

59.昔は日本の子供の名前といえば、太郎、次郎、三郎、そのあと四郎、五郎と

ずっと蒜いたものだが､苓は子撰が，ないのでせいぜい封どまりだ。

60.ラナダーン雛がなだらかに蔭を蓮ね、その蓮なりのはるかiEの菫を朧の群れ
な なが と き

が鳴きながら流れるように飛び去っていく。

なん なら ひと れつ

61.「何だろう、あの並んでいる人の列は？」

「荷だかわからないけど､Xがifんでいればきっと参しいものを売っているんだ

ろう。売り切れたらいけないと患って、それで誰もがifんでいるんだろうな」

れっ くず豆

62だめだよ、だめだよ､笠ぱなくては｡,;iにifんでくれ｡列を崩さないでゆつく
ある ひだI) もん はい ろう か い す お

り歩いて左の門から入ってくれ。つきあたりの廊下に椅子が置いてあるからそ

れに随り、呼ばれたら当人ずつ革にXってくれ。

つく ぱ はは は’よ ち ぱ ちち はは つく ぱ

63．筑波のおばあちやんは母の母、千葉のおばあちやんは父の母、筑波のおばあ

ちゃんも牛糞のおばあちやんもどちらもえれ歯､お豆腐やバナナばかり食べて

いる。

64 葱いことをするとたたりに遭うといわれている。

れんらく

ご連絡ください。
おそ

65．遅くなるようだったら、

シリーズ③ 発音指導の手引き
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は くろ

66．おなかが張ってとっても苦しかった。

なが れっ つく は

67．ありがずらっと長い列を作って這っている。

んだろう。

は い

這っていっていったいどこに行く

き きっ て きっ て き こづつみ うえ は ゆうぴん

68．ここへ来て、この切手シートの切手を切って、そこの小包の上に貼って、郵便
きよ〈 だ い き

局へ出しに行って来てください。

ちい と けい

69.小さい時計はチクタクチクタク、チクタクチクタク。
おお と けい

大きい時計はチックタック、チックタック。
あさ ばん

朝から晩までチクタクチクタク、チックタック。
な な と けい みせ と けい

鳴ってる、鳴ってる、時計のお店の時計たち。

70.稜っていたご厳とずっと箭に負っておいたらっきょうをいっしょに砂めて食べ
しゅっきん じ かん はゃ かい きっ さ てん

てさつそぐ出勤した。ちょっと時間が早かったので、1階の喫茶店でコーヒー
かい む

をすすってから6階のオフィスに向かった。「さっきのコーヒーはうまかった
きょう おも し ごと おも

④

な。今日も思いっきり仕事をしよう」と思った。

71樅はむぐっと立ちあがって､篭をちらっと見て、ちょっと葵って､蕪って由て
L血 わたし いつしゅん おと

行ってしまった。私は一瞬あっけにとられた。バタッと閉まるドアの音が、
Lず かえ へ や ひび わた かれ もど

シーンと静まり返った部屋に響き渡った。それっきり、彼は戻ってこなかった。

まつ

72．ワツシヨイ、ワツシヨイ、お祭りだ。
かつ

おみこし担いで、ワッショイ、ワッショイ。
おと． うた おおさわ

踊って歌って、大騒ぎ。
ま なつ よ ぞら はな さ

真夏の夜空に、花が咲く。
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よ み じようとう

73．さあ、さあ、寄ってらっしやい、見てらっしやい。とびっきり上等のジャケツ
か がくせん い はい しようしんしようめい じゆんもう か けっ そん

トだよ。化学繊維はいっさい入っていない正真正銘の純毛。買って決して損し
か と,く て み

ないお買い得もの。さあ、さあ、手にとって見てごらんな。

おっと じっ か ほっかぃと.う かえ おつと らいしゆう しゆっちよう よ

74．夫の実家は北海道なのでめったに帰れない。夫は来週、出張ついでに奇っ-〈

来ようと言っている｡湘芙のお父さんから電話がかかってきた｡薬しみに痔っ

ているそうだ。

うた

75.A:いっしょに歌ってください。
うた まった

B:歌は全くだめなの。
いつきよく き

A:一曲ぐらい聞かせてよ。
こま

B:困っちゃったな。

？

めいとうしょうがつこう しゅうがくりょこう きょうと おおさか

名東小学校の修学旅行は京都と大阪だそ
めいとうこうとうがつこう しゅうがくりよこう とうきよう

76.名東高等学校の修学旅行は東京で、

うだ。

おお と し きんしゅう えい

そのほか大きな都市としては、錦州と営
ちゅうごくとうほくぶ りょうねいしよう しようと しんよう

77.中国東北部の遼寧省の省都は藩陽で、
こう

口がある。

おとうと とうきょうだぃがく どうかく おおよるこ

78.弟が東京大学に合格したので、おじいさんもおばあさんも大喜びでした。その
ほうこぐ き とうじつ こうふん ねむ そうとう

報告を聞いた当日は興奮して眠れなかったそうです｡相当うれしかったのでしょ
おとうと こうこう そつぎようしき きゅうしゆう おおさか き わたし

う。弟の高校の卒業式には、わざわざ九州から大阪に来てくれました。私の
いえ じゅうぶんきゆうよう とうだい にゆうが<しき しゅっせき とうきよう おとうと どう

家で十分休養をとってから、東大の入学式に出席するために東京まで弟に同
こう よ てい

行する予定です。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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ほうと,う こ とし こうぐうがいしゃ ろうと､うぐみあl】 ちんざん二うしょう

79．テレビの報道によれば、今年のメーデーに、航空会社の労働組合が、賃金交渉
けつこう

のためのストライキを決行するらしい。

け さ せんifん じ けん えいきよう う おお て りょこうがいしゃ

80.今朝のニュースによると、先般のテロ事件の影響を受けて、大手の旅行会社が
とうさん ぼうだい ふさぃ か力, さいこうせきにんLや ゆう し〃，そう

とうとう倒産したそうだ。膨大な負債を抱えた最高責任者が夕べから失除して
けいさつ ほうぼう そうさく ゆく え

いるそうだ。警察は方々を捜索しているが、その行方がいっこうにわからない。
かいしや ゆう し ぎんこう おお そんがい 二うむ

その会社に融資をした銀行も大きな損害を被ることになった。

I溌音の練習
あん，と′う れんかんなんきんかんこうせんもんがくいん ぺんきょう らいれん かつ ほん二ん

81.安藤さんは3年間南京観光専門学院で勉強していたが、来年3月からは香港の
かんこうがいしゃ きんむ にほんじんかんこうだんたぃせんもん

観光会社に勤務して日本人観光団体専門にガイドをするそうだ。

ぜん と 二んなん の こ

前途にどんな困難があろうと、乗り越えていくんだ。
けつだん

82．いったん決断したら、

こんと’ しけんもんだい ぜんぶかんたん もんだい ひやくてんまんてん とうあん か

83.今度の試験問題は全部簡単な問題だったので、百点満点の答案が書けた。

に ほん ねんまつ しんせき ち じん かんLや い こ さくれん たいへん せ わ

84．日本では年末になると、親戚や知人に感謝の意を込めて「昨年は大変お世話に
か ねん がじよう おく おく ひと ぱ あい ぜん ぶ て

なりました」と書いて年賀状を送る。送る人がたくさんいる場合は、全部手で

書くのは溌なので､パソコンを儲って作るXも夢い。鯛したものだと蔦た

い蔵じがすると箸えているXは､竺言｢お鵜ですか」と書き添えればいい。

まんいんでんLや の しんしん げんこう がい こうつう き かん はったつ べん り

85．満員電車に乗るのは心身の健康を害する。交通機関がどんどん発達して便利に
はんめん にんげん くうかん つか かた むずか 墓んめい り き じんろい こう

なった反面、人間らしい空間の使い方が難しくなった。文明の利器は人類を幸
ふく さんぎようしやかい はってん む しゅん おお

福にしたのだろうか。産業社会の発展がもたらした矛盾は大きい。
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I母音の無声化の練習
くさ っl』つ じ き Lや Lゆしよう しゆっばつ

86.草津発7時の汽車で首相が出発します。

つき ひかP》 あき ちか し

87.月の光さやけく秋の近きを知りぬ。

き しや き しや き しや い

88.汽車汽車シュッポシュッポ、汽車が行く。

きく ち け はか きく L易 きく

89.菊地家のお墓の菊は白い菊でした。

あした きっ 奉 か も2

90.明日の「ひかり」の切符を買いに行きます。

Iよくさい か き

91.白菜を1キロ買って来てください。

か ぜ

92．くしゃみはくしょん、風邪をひく。

ひつじ ぴき ばくそう ち くさ た

93．羊が1匹、牧草地で草を食べていました。

もくせい f，きゅう つき おな オ,〈せい

94.木星も地球や月と同じ惑星です。

す ひと ぽし した たの ’よな

95．いつか好きな人と星の下で楽しく話したい。

へん やつ だ11

96．さっきの変な奴はどこの誰なんだろう。

わ とび そら わ き＆う f

97．2羽の鳶が空に輪をかいて今日も舞っている。

シリーズ⑨ 発音指導の手引き
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わ にわとり にわ かたすみ えさ ときどきあたま

98．2羽の鶏は庭の片隅で餌をつつきながら時々頭をもたげている。

さく や はげ あらし やまざくら ち

99．昨夜の激しい嵐で山桜はみんな散ってしまった。

おとこ ひと とgどき と けい み だれ ま

100.あの男の人は、時々時計を見ながらずっと誰かを待っている。

さむ うらやま かえで いろ

101.このところの寒さで、裏山の楓もにわかに色づいてきた。

きのう こうとうがつこうきよういくしん ぎかい ひら ぎ だい けんとう

102.昨日、高等学校教育審議会が開かれ、いろいろな議題が検討された。

せんLゆう とうきようこくりつげきじよう に ほんでんとうﾄﾊｶのう じようえん はながたやくしや

103．先週、東京国立劇場で、日本伝統芸能がぞくぞくと上演され、花形役者たち
つぎつぎ めいえん ぎ ひ ろう れんじつ 掌 たい やくしや ひ ろう いる

が次々と名演技を披露した。連日の舞台に、さすがの役者たちも疲労の色が
み はじ

見え始めた。

ちゆうごくしゆさい ちゅうごく ごぺんろんたいかい さん か がいこく ごせんもんがつこうせい たいかいじつこういいんちよう

104.中国主催の中国語弁論大会に参加した外国語専門学校生に、大会実行委員長
さん か き ねんひん おく

から参加記念品が贈られた。

きのう すうがく じ かん だ みつ もんだい ひと けつきよく

105.昨日の数学の時間に出された三つの問題のうちの一つは、結局できなかった。

きのう すうがく じ かん みつ もんだぃ だ ひと けつきよく

106.昨日、数学の時間に三つの問題が出された。そのうちの一つは結局できな

かった。

せ かいくつ し ぴじゅつかん ぴじゅつかん しょぞうきぐひん に ほん はじ

107.世界屈指の美術館であるスペインのプラド美術館の所蔵作品が日本で初めて
しようかい

紹介される。

ぴじゆつかん びじゅつかん せ かいくつ し ぴじゆつ

108.プラド美術館はスペインのマドリッドにある。この美術館は世界屈指の美術
かん さくひん た すぅしょぞう はじ に ばん しょうかい

館ですぐれた作品を多数所蔵している。それが初めて日本で紹介されることに

なった。
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さ がん こうぼう しんちよう

109.T･E・カーハート『パリ左岸のピアノエ房』新潮クレストブックス。･パリに
す で ぁ ちぃ こうぽう ゎか しょくにん おも で しな

住みついた「わたし」が出会った小さな工房の若きピアノ職人。思い出の品、
こ こん めい き ま ほう さいせい

古今の名器、いくつものピアノが魔法のように再生されていく。

いけ なか さ はす はな たま しろ なか

池の中に咲いている蓮の花は、みんな玉のようにまつ白で、そのまん中にある
きんいろ ずい なん よ にお

金色の蕊からは、何ともいえない好い匂いが、たえまなくあたりへあふれてお

ります｡髄薬はちょうど覇なのでございましょう。（芥川龍之介『蜘蛛の糸』）

110.

シリーズ③ 発音指導の手引き
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総合篇

1．〈大学のキャンパス内で〉
せんせい

学生：先生、おはようございます。

先生：あ、おはよう。
いま せんせい けんきゅうしつ うかが

学生：今、先生の研究室へお伺いするところでした。
心， なに よう

先生：そう、何か用かね。
きのう し き いま も

学生：昨日締め切りのレポートを今持っていくところなんです。
ていしゆつき げん きのう きよう も う と

先生：でも、提出期限は昨日までなんだから、今日持ってきても受け取るわけに

はいかないよ。
きのう じてんしや がつこう < とちゅう くるま

学生：はい、でも、昨日は自転車で学校に来る途中、車にぶつかって、そのまま
びょういん い とど

病院へ行きましたので、お届けできませんでした。

先生：そういうことか。それで、もうけがはいいの。
かろ だ ぽく ぜん ち しゅうかん ある みぎひざ すこ いた

学生：軽い打撲で、全治1週間だそうです。でもまだ歩くと右膝が少し痛みます。
たいへん

先生：それは大変だね。そういうことなら、とりあえずレポートはもらっておこう。

学生：はい、どうもありがとうございます。
だい じ

先生：それではお大事に。
しつれい

学生：ありがとうございます。失礼します。

／

2．〈学生Aが日本人らしい学生を連れてきて、学生Bに「この人、日本の人らしい

ので、話をきいてやって」と頼んだ〉
に ほん かた

学生B:あの、日本の方ですか。
に ほん ご はな

日本人：あ、よかった。日本語が話せるんですね。
に ほん ご か ねん おう もう

学生B:日本語科2年の王と申します。
やま だ おう〈ん にほんご か はやしきようじゆ けんきゅうしつ

日本人：山田です。よろしく。ところで、王君は日本語科の林教授の研究室を
し

知っていますか。
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⑥

いま はやしせんせい じゅぎよう と

はい、今、林先生の授業を取っています。
せんせい けんきゅうしっ も＄

それはよかった。先生の研究室にはどう行ったらいいですか。
ごうかん 、がい わたし あんない

2号館の3階ですが、ここからでは、わかりにくいので、私がご案内します。

それはどうも。

学生B:

日本人：

学生B:

日本人：

I冒己紹介の練習
わたくし おう もう ちゆうごく てんしん ねが

3．私、王と申します。中国の天津からまいりました。どうぞよろしくお願いいた

します。
わたくし ちゆうごく ぎつりんしよう りい とうきょう だいが〈

4.私、中国の吉林省からまいりました李でございます。東京の大学でコンピュー
ペんきょう よ てい れんかん に ほん ご がつこう に

ターのソフトの勉強をする予定でおります。はじめの1年間は日本語学校で日
ほん ど くんきょう だいが〈 しんが〈

本語を勉強して、そのあと大学に進学するつもりです。これからもよろしくお
れが

願いいたします。
しようかい よう に ほん き はんとし に ほん

5．ただいまご紹介にあずかりました楊です。日本に来て半年になりますが、日本
ご はな に ほん に

語はまだあまりうまく話せません。しかし、日本にいるあいだはできるだけ日
ほん ご はな おも

本語で話したいと思っています。
わたくし おうしん もう ちゅうごく こくりゅうこうしょう いま じ

6．私、王新と申します。中国の黒龍江省ハルビン市からまいりました。今まで地

元のハルビン第些喬展で白栄語を談えてまいりました｡教え始めてから今年で
ねん き上う か しよ じ しょ おも て はい

10年になります｡あちらでは教科書も辞書もなかなか思うようには手に入らず、
きび じょうけん に ほん ご おし じゆぎよう せい と わたくし たの

厳しい条件のもとで日本語を教えておりますが、授業は生徒も私も楽しくやつ
に いん ご きょうし に ばん ご に ばん ご きょうじゆほう べん

ております。ただ日本語の教師としてはもっと日本語や日本語の教授法を勉
きょう つうせつ かん さいわ に ほん

強しなければならないといつも痛切に感じておりました。幸い、このたび日本
りゅうがく き かL, ぁた たいへんこうえい こううん

留学の機会を与えられ、大変光栄、かつ幸運なこととうれしく、またありがた
ぞん き かい い ふか に ほん に ほんじん し

く存じております。この機会を生かしてさらに深く日本や日本人を知り、また
じ しん ぺんきょう すす ねが こん ご し どう

自身の勉強を進めていきたいと願っております。今後ともよろしくご指導くだ
い じよう かんたん か

さいますよう。以上はなはだ簡単でございますが、ごあいさつに代えさせてい
蕗

ただきます。どうもありがとうございました。

シリーズ③ 発音指導の手引き
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< も いと

蜘蛛の糸

ひ しや が ざま こ・くらく Iよすいけ

ある日のことでございます。お釈迦様は極楽の蓮池のふちを、ひとりでぶらぶら
ある いけ なか さ ← lよす はな たま

お歩きになっていらっしやいました。池の中に咲いている蓮の花は、みんな玉のよ
しろ なか きんいろ ずい なん よ にお

うにまつ白で、そのまん中にある金色の蕊からは、何ともいえない好い匂いが、た
ご〈らく あさ

えまなくあたりへあふれております。極楽はちょうど朝なのでございましょう。
しや か さま いけ みず おもて はす

やがてお釈迦様はその池のふちにおたたずみになって､水の面をおおっている蓮の
は あいだ した こ．<らく はすぃけ した

葉の間から、ふと下のようすをごらんになりました。この極楽の蓮池の下は、ちよ
じ ご〈 そこ すいしよう みず さん ず

うど地獄の底にあたっておりますから、､水晶のような水をすきとおして、三途の
かわ はり やま けしき み み

河や針の山の景色が、ちょうどのぞきめがねを見るように、はっきりと見えるので

ございます。
じ ご〈 そこ かん だ た おとこ ひ と り ざいにん

するとその地獄の底に、腱陀多という男が一人、ほかの罪人といっしょにうごめ
すがた め かん だ た おとこ ひと ころ いえ ひ

いている姿が､お眼にとまりました。この腱陀多という男は、人を殺したり家に火を
あく じ おおと,ろぼう ひと

つけたり、いろいろ悪事をはたらいた大泥坊でございますが、それでもたった一つ、
よ おぼ もう とき おとこ ふか はやし

善いことをいたした覚えがございます。と申しますのは、ある時この男が深い林の
なか とお ちい 〈 も いつぴき みち み

中を通りますと、小さな蜘蛛が一匹、路ぱたをはっていくのが見えました。そこで
かん だ た さっそくあし ころ ちい

腱陀多は早速足をあげて、ふみ殺そうといたしましたが、「いや、いや、これも小さ
いのち ちが いのち

いながら、命のあるものに違いない。その命をむやみにとるということは、いくら
なん きゅう おも く も ころ

何でもかわいそうだ｡」と、こう急に思いかえして、とうとうその蜘蛛を殺さずに
たす

助けてやったからでございます。
しや か さま じ ごく かん 超 た く も たす

お釈迦様は地獄のようすをごらんになりながら、この腱陀多には蜘蛛を助けたこ
おも だ よ む<

とがあるのをお思い出しになりました。そうしてそれだ城の善いことをした報いに
おとこ じ ごく すぐ だ かんが

は、できるなら、この男を地獄から救い出してやろうとお考えになりました。さい
み ひ すい いろ はす は うえ こ'くら〈 〈 も いつぴき

わい、そばを見ますと、蒻翠のような色をした蓮の葉の上に、極楽の蜘蛛が一匹、
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ぅつく ざんpいろ いと しや か さま く も いと て と

美しい銀色の糸をかけております。お釈迦様はその蜘蛛の糸をそっとお手にお取り
たま しらはす あいだ した じ ご〈 そこ

になって、玉のような白蓮の間から、はるか下にある地獄の底へ、まっすぐ靜にそれ

をおおろしなさいました。

二二

rシ

じ ごく そこ ち いけ ざいにん う Lず

こちらは地獄の底の血の池で、ほかの罪人といっしょに、浮いたり沈んだり霞して
かん だ た なに み くら やみ

いた腱陀多でございます。何しろどちらを見ても、まっ暗で、たまにそのくら暗か
ばりやま，:りう あ おも おそ

らぼんやり浮き上がっているものがあると思いますと､それは恐ろしい針の山の針が
ひか こころぽそ うえ

光るのでございますから、その心細さといったらございません。その上あたりは
ばか なか Lず き ･ざぃにん◆

墓の中のようにしんと静まりかえって､たまに聞こえるものといっては､ただ罪人が
ためいき お ’二んげん

つくかすかな嘆息ばかりでございます。これはここへ落ちてくるほどの人間は、も
じ こ･く せめ く つか な ごえ だ ちから

うさまざまな地獄の責苦に疲れはてて、泣き声を出す力さえなくなっているのでご
おおどるぽう かん だ た ち いけ ち

ざいましよう。ですからさすが大泥坊の腱陀多も、やはり血の池の血にむせびなが
かわず

ら、まるで死にかかった蛙のように、ただもがいてばかりおりました。
とき なに げ かん だ た あたま f， いけ そら

ところがある時のことでございます｡何気なく腱陀多が頭をあげて､血の池の空を
なが やみ なか とお とお てんじょう ざんぃろ < も いと

眺めますと、そのひっそりとした暗の中を、遠い遠い天上から、銀色の蜘蛛の糸が、
ひと め おそ ひと ほそ ひか じ こん

まるで人目にかかるのを恐れるように、一すじ細く光りながら、するすると自分の
うえ た かん だ た み おも て

上へ垂れてまいるのではございませんか。腱陀多はこれを見ると、思わず手をうっ

て喜びました。この系にすがりついて、どこまでものぼっていけば、きっと地蔵か

らぬけ由せるのに箱違ございません。いや、うまくいくと、髄薬へはいることさえ
lユIノ やま L あ ち

もできましょう。そうすれば、もう針の山へ追い上げられることもなくなれば､血の
いけ しず

池に沈められることもあるはずはございません。
おも かん だ た さっそく く も いと りょうて

こう思いましたから腱陀多は、早速その蜘蛛の糸を両手でしっかりとつかみなが
いっしょうけんめい うえ うえ はじ おおどろぼう

ら、一生懸命に上へ上へとたく、りのぼり始めました。もとより大泥坊のことでござ
むかし な

いますから、こういうことには昔から、慣れきっているのでございます。
O

じご〈 ごくら〈 あいだ なんまんり あせ

しかし地獄と極楽との間は、何万里となくございますから、いくら焦ってみたと
よう い うえ で かん だ た

ころで､容易に上へは出られません｡ややしばらくのぼるうちに、とうとう腱陀多も

シリーズ③ 発音指導の手引き
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ひと うえ ほう

くたびれて、もう一たぐりも上の方へはのぼれなくなってしまいました。そこで仕
かた ひとやす やす いと ちゅう と

方がございませんから、まず一休み休むつもりで、糸の中途にぶらさがりながら、
め した み お

はるかに目の下を見下ろしました。
いっしょうけんめい じ ぶん ち いけ いま

すると､一生懸命にのぼったかいがあって、さっきまで自分がいた血の池は､今で
やみ そこ ひか

はもう暗の底にいつのまにかかくれております。それからあのぼんやり光っている
おそ はり やま あし した ぶん じ ごく

恐ろしい針の山も、足の下になってしまいました。この分でのぼっていけば､地獄か
だ ぞんがい かん だ た りょうて く も ぃと

らぬけ出すのも、存外わけがないかもしれません。腱陀多は両手を蜘蛛の糸にから
き なんねん だ こえ

みながら、ここへ来てから何年にも出したことのない声で、「しめた。しめた｡」と

葵いました。ところがふと気がつきますと、蜘媒の系のfの労には､薮かぎりもな
ざいにん じ ぶん あり ざょうれつ

い罪人たちが、自分ののぼったあとをつけて、まるで蟻の行列のように、やはり
うえ ，うえ いつしん かん だ た み おと･ろ

上へ上へ一心によじのぼってくるではございませんか｡腱陀多はこれを見ると、驚い
おそ おお くち あ め

たのと恐ろしいのとで、しばらくはただ､ばかのように大きな口を開いたまま、眼ぱ
うど じ ぶん き ほそ く も いと

かり動かしておりました。自分ひとりでさえ断れそうな、この細い蜘蛛の糸が、ど
にんずう おも まんいち と ちゅう き

うしてあれだけの人数の重みにたえることができましょう。もし万一途中で断れた
き かんじん じ 蕊ん

といたしましたら、せっかくここへまでのぼって来たこの肝腎な自分までも、もと
じ ごく お お

の地獄へさか落としに落ちてしまわなければなりません。そんなことがあったら、
たいへん ざぃにん なんぴゃく なんぜん

大変でございます。が、そういううちにも、罪人たちは何百となく何千となく、まっ
くら ち いけ そこ あ ほそ ひか く も ぃと いちれっ

暗な血の池の底から、うようよとはい上がって､細く光っている蜘蛛の糸を､一列に
いと

なりながら、せっせとのぼってまいります。いまのうちにどうかしなければ、糸は

まん革から竺つに断れて､竜ちてしまうのに蓮いありません。
かん だ た おお こえ だ ざいにん 〈 も いと おれ

そこで腱陀多は大きな声を出して、「こら、罪人ども。この蜘蛛の糸は己のものだ

ぞ｡おまえたちはいったい誰にきいて､のぼって来た｡fりろ｡fりろ｡」とわめき
ました。

いま なん く も ぃと きゅう かん だ た

そのとたんでございます。今まで何ともなかった蜘蛛の糸が、急に腱陀多のぶら
おと き かん だ た

さがっているところから、ぷつりと音をたてて断れました。ですから腱陀多もたま
かぜ き こ ま

りません。あっというまもなく風を切って、独楽のようにくるくるまわりながら、
やみ そこ お

みるみるうちに暗の底へ、まっさかさまに落ちてしまいました。
ごくら〈 〈 も いと ほそ ひかり つき ほL そら ちゅう

あとにはただ極楽の蜘蛛の糸が、きらきらと細く光ながら、月も星もない空の中
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と みじか た

途に、短く垂れているばかりでございます。

三

しゃかさま ごくらく はすいけ た いち ぶ し じゅう み

お釈迦様は極楽の蓮池のふちに立って、この一部始終をじっと見ていらっしゃい
かん だ た ち いけ そこ いし しず かな

ましたが、やがて腱陀多が血の池の底へ石のように沈んでしまいますと、悲しそう

なお篭をなさりながら、またぶらぶらお夢きになり踏めました。錨ばかり地嶽か

らぬけ曲そうとする､雛多の鱸悲な芯が､そうしてその芯瀧な罰をうけて、
じ ごく お しや か さま め み

もとの地獄へ落ちてしまったのが、お釈迦様のお目から見ると、あさましくおぼし

めされたのでございましょう。．
ごくら〈 はすぃげ はす すこ とんじゃく たま

しかし極楽の蓮池の蓮は、少しもそんなことには頓着いたしません。その玉のよ
しろ はな しや か さま おみあし うてな うご なか

うな白い花は、お釈迦様の御足のまわりに、ゆらゆら雲を動かして、そのまん中に
きんいろ ずぃ なん よ にお

ある金色の麓からは、何ともいえない好い匂いが、たえまなくあたりへあふれてお
ごくらく ひる ちか

ります。極楽ももう午に近くなったのでございましょう。

／

シリーズ③ 発音指導の手引き



このシリーズの制作にあたって、以下の団体や企業からご協力いただ

きました。この場を借りて、心より感謝申し上げます。
■助成

（株）講談社（国際交流基金特定助成）

（社）東京倶楽部

■協賛

キングレコード株式会社／日本皇声唱片股价公司
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